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「演劇のまち」づくりを支える「人づくり工場」
～ 富良野演劇工場10年の歩み ～

特集

　富良野を演劇のまちに ―

　多くの人に支えられ、オープンから10年を迎えた富良野演劇工場。さま

ざまな苦難を乗り越え、富良野の顔として成長してきました。50年先を見

据えた文化の創造に情熱を注いだオープン当初のメンバーを中心に、富良

野の芸術文化を一歩一歩着実に育んできた工場の軌跡を振り返ります。

こうほう　　　　　2010.12
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工房発足に尽力し長年工房発足に尽力し長年理理
事を務めた藤田嗣人さ事を務めた藤田嗣人さんん

     演
劇
工
場
が
で
き
る
ま
で

　
１
９
７
７
年
、
作
家
・
倉
本
聰
さ
ん
が

富
良
野
市
に
移
住
し
、
多
く
の
種
を
ま
い

て
く
れ
ま
し
た
。
ド
ラ
マ
「
北
の
国
か
ら
」

の
放
映
、
役
者
と
脚
本
家
を
養
成
す
る
「
富

良
野
塾
」
の
発
足
、
同
塾
の
卒
塾
生
に
よ

る
劇
団
や
市
民
劇
団
の
旗
揚
げ
な
ど
。
長

く
地
道
な
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
関
わ
る

市
民
が
徐
々
に
増
え
、
次
第
に
演
劇
に
関

す
る
機
運
が
高
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
貴
重
な
人
材
を
生
か
す
べ
く
、

小
劇
場
構
想
が
持
ち
上
が
り
、
劇
場
を
作

る
目
的
や
展
望
に
つ
い
て
、
多
く
の
関
係

者
が
熱
い
議
論
を
幾
度
と
な
く
交
わ
し
ま

し
た
。
そ
し
て
紆
余
曲
折
を
経
て
、
富
良

野
の
芸
術
文
化
の
創
造
、
発
信
の
拠
点
と

し
て
演
劇
工
場
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
当
時
を
知
る
藤
田
嗣
人
さ
ん
は
、
「
演
劇

工
場
は
、
関
わ
っ
た
す
べ
て
の
人
の
思
い

が
結
晶
化
し
た
も
の
。
名
前
の
残
っ
て
い

な
い
人
た
ち
の
功
績
も
忘
れ
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
共
同
責
任
と
し
て
次
の
世
代
に
引

き
継
い
で
い
く
大
事
な
市
民
の
財
産
で

す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

     全
国
初
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　
こ
の
全
国
で
も
珍
し
い
公
設
民
営
の
小

劇
場
「
富
良
野
演
劇
工
場
」
の
管
理
運
営

を
任
さ
れ
て
い
る
の
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
特
定

非
営
利
活
動
）
法
人
「
ふ
ら
の
演
劇
工
房
」

で
す
。

　
演
劇
工
場
が
で
き
る
前
、
倉
本
さ
ん
な

ど
か
ら
刺
激
を
受
け
た
仲
間
が
、
富
良
野

地
方
か
ら
演
劇
に
よ
る
文
化
発
信
を
し
た

い
と
夢
を
語
り
合
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

た
め
に
、
い
ず
れ
は
発
信
の
拠
点
と
な
る

市
民
総
意
の
劇
場
を
建
て
た
い
と
考
え
、

ま
ず
は
富
良
野
演
劇
文
化
財
団
設
立
準
備

会
を
発
足
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
の
成
立
に
向
け
た
動
き
を
知
り
、
準
備

会
を
「
ふ
ら
の
演
劇
工
房
」
と
改
称
、
１

９
９
９
年
２
月
に
全
国
初
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

の
認
証
を
受
け
ま
し
た
。

　
演
劇
工
房
の
２
代
目
理
事
長
を
務
め
た

篠
田
信
子
さ
ん
は
、
工
房
の
発
足
に
奔
走

し
た
当
時
を
、
「
倉
本
さ
ん
の
功
績
を
良
い

意
味
で
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
富
良
野

に
文
化
を
根
付
か
せ
た
い
。
こ
の
活
動
は

何
の
た
め
、
誰
の
た
め
に
行
っ
て
い
る
の

か
を
何
度
も
話
し
合
い
、
時
に
は
熱
い
議

論
を
戦
わ
せ
ま
し
た
。
で
も
、
周
り
か
ら

は
絵
に
描
い
た
餅
な
ど
と
 揶
  揄
 さ
れ
ま
し

や
 

ゆ

た
。
批
判
も
多
か
っ
た
。
そ
ん
な
中
、
活

動
を
続
け
ら
れ
た
の
は
、　

年
後
の
子
ど

５０

も
た
ち
に
文
化
を
、
そ
し
て
富
良
野
に
住

ん
で
い
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
良
い
ま
ち

に
し
た
い
と
い
う
強
い
思
い
を
胸
に
、
私

利
私
欲
な
し
に
真
剣
に
語
り
合
え
る
仲
間

が
い
た
か
ら
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
下
地
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

工
房
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
手
本
」
と
言
わ

れ
る
ま
で
に
育
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

富良野の将来について富良野の将来について熱熱
く語く語るる篠田信子さ篠田信子さんん

次の一手を模索する現次の一手を模索する現理理
事長の瀬川謙二郎さ事長の瀬川謙二郎さんん

この１０年で運営も軌道

に乗り着地点も見えて

きました。今後は、先人

の功績やつないできた

貴重な人材を活かし、倉

本先生の創作活動など

の支援と、サークル活

動・市民劇団・ワーク

ショップなどの市民活

動の両輪で、文化を発信

していきたいです。倉本

先生に頼りすぎず、演劇

の効果を市民にどう還

元していくかを常に考

えています。
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     全
国
に
誇
れ
る
ま
ち
の
財
産

　
３
０
２
席
の
客
席
、
そ
れ
と
変
わ
ら
な

い
奥
行
き
を
持
つ
舞
台
。
舞
台
袖
も
上
手

と
下
手
共
に
舞
台
と
ほ
ぼ
同
じ
面
積
が
あ

り
ま
す
。
演
劇
工
場
は
、
倉
本
さ
ん
が
、

演
じ
る
側
の
使
い
勝
手
を
考
え
て
設
計
し

た
劇
場
で
、
イ
ッ
セ
ー
尾
形
さ
ん
な
ど
「
富

良
野
で
演
じ
て
み
た
い
」
と
い
う
役
者
も

多
い
そ
う
で
す
。

　
 柿
 落
と
し
公
演
か
ら
、
こ
の
演
劇
工
場

こ
け
ら

で
役
者
と
し
て
、
ま
た
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

運
営
に
携
わ
っ
て
き
た
、
富
良
野
塾
Ｏ
Ｂ

で
「
富
良
野
Ｇ
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｐ
」
団
員
の
久
保

隆
徳
さ
ん
も
、「
非
常
に
使
い
勝
手
が
よ
く
、

芝
居
に
集
中
で
き
ま
す
」
と
満
足
の
表
情

を
浮
か
べ
ま
す
。
構
造
的
に
も
、
舞
台
と

客
席
の
一
体
感
を
演
出
し
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
久
保
さ
ん
は
、
「
こ
の

　
年
で
舞
台
と
客
席
の
境
界
線
が
な
く

１０な
っ
て
き
た
」
と
心
の
一
体
感
も
感
じ
て

い
る
よ
う
で
す
。

     縁
の
下
の
力
持
ち

　
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
陰
に
な
り
日

向
に
な
り
演
劇
工
房
の
事
業
を
下
支
え
し

て
い
る
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
の

存
在
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
の
周
知
、
チ
ケ
ッ

ト
販
売
、
駐
車
場
整
理
、
観
客
誘
導
、
炊

き
出
し
、
喫
茶
・
売
店
の
運
営
、
託
児
、

清
掃
な
ど
。

　
演
劇
工
房
の
発
足
当
初
か
ら
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
と
し
て
信
望

の
厚
い
秋
田
恵
さ
ん
は
、
「
ど
の
事
業
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
い
な
け
れ
ば
成
り
立
ち
ま

せ
ん
。
こ
の
　
年
間
献
身
的
に
お
手
伝
い

１０

い
た
だ
い
た
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み

な
さ
ん
に
は
、
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
人
に
関
わ
っ
て

ほ
し
い
で
す
」
と
、
今
後
の
展
開
に
期
待

を
寄
せ
ま
す
。

【
演
劇
工
房
会
員
数
】

正
会
員

人
・
法
人
会
員

６５

２１

社
・
友
の
会
２
５
４
人
（
平
成

年

月
現
在
）

２２

１０

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
者
数
】

１
６
４
人

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
】

市
民
劇
団
「
へ
そ
家

族
」・
ゴ
ス
ペ
ル
「
ス
ノ
ー
サ
ウ
ン
ズ
」・
朗
読
サ
ー

ク
ル
・
手
芸
サ
ー
ク
ル
・
映
画
サ
ー
ク
ル
・
ダ
ン
ス

サ
ー
ク
ル
「
ス
マ
イ
ル
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」

     誰
で
も
気
軽
に
楽
し
め
る
館

　
演
劇
工
場
で
は
、
こ
の
　
年
間
、
さ
ま

１０

ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

演
劇
・
映
画
鑑
賞
、
劇
団
な
ど
の
誘
致
、

各
種
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
体
験
講
習
）、
研

修
、
サ
ー
ク
ル
活
動
、
ふ
ら
の
演
劇
祭
、

演
劇
工
場
ま
つ
り
・
・
・
。

　
多
く
の
市
民
が
関
わ
り
、
演
劇
に
携
わ

る
貴
重
な
人
材
も
育
っ
て
き
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
、
演
劇
工
場
オ
ー
プ
ン
の
翌
年

に
結
成
し
た
市
民
劇
団
「
へ
そ
家
族
」
は
、

仕
事
を
終
え
て
か
ら
の
稽
古
に
励
み
、
「
ふ

ら
の
演
劇
祭
」
の
市
民
創
作
劇
な
ど
で
精

力
的
に
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

演劇工場市民ボランテ演劇工場市民ボランティィ
アのかなめ秋田恵さアのかなめ秋田 恵さんん

演劇祭などの指導にあ演劇祭などの指導にあたた
るる卒塾生卒塾生のの久保隆徳さ久保隆徳さんん

市民劇団の看板役者で市民劇団の看板役者でああ
り団長の原正明さり団長の原 正明さんん

市民劇団「へそ家族」は、

「仕事・家庭・健康は自

己責任」を基本に、楽し

く活動しています。実際

に演劇に携わってみる

と、裏方も含め、誰一人

欠けてもその芝居は成

り立たず、関わる人全員

が主役なんだと気づき

ました。「まちづくりは

市民が主役」の縮図のよ

うです。本番に向けて集

中力を高め、迎えるカー

テンコールは病み付き

になります。

虚トークショー「爆裂 ! ! 八人八色」

許子ども和太鼓ワークショップ

距富良野塾公演「屋根」

鋸イッセー尾形の一人芝居

漁永六輔「はなしの玉手箱」

禦市内小学校「ふらの演劇祭」練習風景

魚市民創作劇公演「１００年GO !」

虚

許

距

鋸
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演劇を基軸にしたまちづくり

　平成１２年１０月の開館以来、全国初の公設民

営の劇場としてＮＰＯ法人ふらの演劇工房に

運営を委託をし、平成１６年７月からは指定管

理者制度を導入、開館１０年目を迎えました。

この劇場は、市民と行政の「協働」の舞台で

す。ふらの演劇工房が、市民が育てる市民の

劇場を基軸に活動を継続する中で、市民ボラ

ンティアとともに人の輪を広げ、文化交流活

動の拠点として、演劇をとおした市民参加の

まちづくりに積極的に取り組んでいます。

　そのような中、平成１５年の富良野市開庁１００

周年記念事業として「ふらの演劇祭」に取り

組み、全面的な支援と協力をいただいていま

す。早いもので今年で８回目となりました。

演劇で培う心の教育に重点を置き、児童生徒

の表現力やコミュニケーション能力の向上を

図ることが目的。毎年、「富良野 ＧＲＯＵＰ 」
グループ

（富良野塾卒塾生のみなさん）の協力をいただ

き演技指導を受け、自分とはちがう人物を演

じることで、これまでの自分の生き方を見つ

め直す機会にもつながると考えています。

　子どもたち一人ひとりが１つになり創作劇

を創り上げる。何度も何度も話し合い、真剣

に考え、意見を出し合い、練習で失敗しても

励ましあい、支えあいながら信頼と絆で結ば

れ、自分の役割と責任の重さを感じ、１つの

目標に向かって歩み出す。授業では味わえな

い達成感や満足感、そして最高の笑顔が演劇

工場一杯に溢れ、観客と一体になる瞬間、継

続して良かったと実感する場面でもあります。

　本年度の全国学力学習状況調査の児童生徒

質問紙調査の結果をみると、「ふらの演劇祭」

出演校の児童生徒で「国語の授業で意見を発

表するとき、うまく伝わるように組み立てを

工夫する」と答えた児童生徒数は１００％でした。

演劇の持つ効果がはっきりと表れていますの

で、今後も教育効果の高い演劇を新学習指導

要領全面実施により、子どもたちの成長につ

ながる活動については継続し、充実した内容

にしていきたいと考えています。

　１０年の節目を迎えた演劇工場を拠点として、

文化を発信するＮＰＯ法人ふらの演劇工房の

みなさんとともに、これからも「ふらの演劇

祭」を富良野市の財産として推進してまいり

たいと考えております。

教育長　宇佐見 正光

 「
演
劇
工
場
の
活
動
で
は
、
職
業
や
社
会

的
地
位
、
年
齢
な
ど
、
日
常
の
人
間
関
係

で
大
き
な
影
響
を
与
え
る
要
素
は
ほ
と
ん

ど
無
視
さ
れ
ま
す
。
老
若
男
女
が
気
軽
に

楽
し
め
る
異
空
間
に
、
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て

く
だ
さ
い
」
と
太
田
工
場
長
。
少
し
で
も

多
く
の
市
民
が
、
気
軽
に
参
加
で
き
る
環

境
を
整
え
ま
す
。

【
演
劇
工
房
の
事
業
内
容
】

１
．
演
劇
の
創
造
と
鑑
賞

２
．
学
校
演
劇
の
支
援
と
育
成

３
．
市
民
芸
術
活
動
の
支
援

４
．
富
良
野
演
劇
工
場
の
管
理
・
運
営

【
演
劇
工
場
総
公
演
数
】

７
９
２
ス
テ
ー
ジ

【
主
な
出
演
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
】

富
良
野
塾
・
倉
本
聰
・
永
六
輔
・
灰
谷
健
次
郎
・
筑

紫
哲
也
・
イ
ッ
セ
ー
尾
形
・
坂
本
長
利
・
愚
安
亭
遊

佐
・
嶌
信
彦
・
C
W
ニ
コ
ル
・
立
松
和
平
・
月
田
秀

子
・
大
江
健
三
郎
・
坂
本
昭
二
・
赤
木
り
え
・
緒
形

拳
・
串
田
和
美
・
立
川
志
の
輔
・
平
田
オ
リ
ザ
・
神

田
山
陽
・
春
風
亭
昇
太
・
松
た
か
子
・
谷
原
章
介
・

鞠
屋
友
子
・
中
島
し
ゅ
う
・
斎
藤
歩
・
小
沢
昭
一
・

柳
家
小
三
治
・
ひ
ら
た
よ
ー
こ
・
沢
則
行
・
国
本
武

春
・
藤
原
真
理
・
加
藤
健
一
・
小
野
真
弓
・
C
o
b

a
・
東
京
ス
カ
パ
ラ
ダ
イ
ス
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
中
井

貴
恵
・
大
塚
ま
さ
じ
・
東
京
乾
電
池
・
鴻
上
尚
史
・

こ
ま
つ
座
・
佐
々
木
蔵
之
介
・
中
島
朋
子
・
Z
A
B

A
D
A
K
・
す
ま
け
い
・
鷲
尾
真
知
子
・
藤
原
道
山
・

T
O
K
U
・
梨
本
謙
二
郎
・
木
村
充
揮
＆
近
藤
房
之

助
・
菅
原
大
吉
＆
竹
内
都
子

な
ど
（
出
演
年
順
）

あ     演
劇
の
ま
ち
へ
新
た
な
一
歩

　
ふ
ら
の
演
劇
工
房
は
、
演
劇
の
持
つ
「
創

る
」
「
癒
す
」
「
育
む
」
と
い
う
可
能
性
に

着
目
し
、
大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
め
る
「
演

劇
の
ま
ち
富
良
野
」
を
め
ざ
し
て
、
市
民

と
と
も
に
着
実
に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
更
な
る
輪
の
広
が
り
に
期
待

を
し
、
「
演
劇
の
ま
ち
富
良
野
」
と
し
て
、

で
き
る
限
り
の
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

演劇工場の陰の立役者演劇工場の陰の立役者でで
工場長の太田竜介さ工場長の太田竜介さんん

　多くの人々と出会い、笑い、感動を共有した時間が、僕の心にも、この劇場にも溢れています。

　「富良野演劇工場」に人々が集い、舞台芸術を通じて感動を共有し、心豊かなまちづくりを目

指したい。そんな思いで、ふらの演劇工房理事・職員・ボランティアのみなさんと走り続けた１０

年間。行われた公演数は７９２ステージ。入場者数２７８,８１９人（平成２２年１０月３１日現在）。多くのアー

ティストや観客とともに、素晴らしい時間を共有してきました。

　その中で一番思い出されるのは、ここで出会った多くの人々の素顔です。「ふらの演劇祭」に

出演した1,４００人以上の子どもたち。「市民劇」に出演した3９３人の市民。劇場ボランティアとし

て、駐車場整理、炊き出し、喫茶・売店の売り子、チケットのもぎり、チラシの折り込み、館内

の清掃をしてくれた方々。利害では無く、年齢や地位や名誉とも無関係の出会いは、人々の心を

開かせ、新しい絆を生んできました。そして、その絆はとても純粋で、お互いを癒し、そんな出

会いが多く生まれれば、富良野のまちはもっともっと明るくなると思わせてくれました。

　そのためにも・・・

　僕らが生きている時代よりもっと先、僕たちの子孫の時代に、新しい出会いと感動がここで生

まれ、素晴らしい芸術が創られることを想像して、そのためにもっともっと多くの方々に訪れて

もらえるように、僕たちは今を行動しなければならないと思っています。

漁

禦

魚
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　平成２１年度の各会計決算をお知らせします。議員や行政委員、職員の人件費などの削減や、事

務事業の見直しなど、財政健全化計画に基づく対策の実施、国の地方財政対策などもあり、各会

計とも黒字の決算となりました。決算は９月議会に報告し、決算審査特別委員会へ付託され、委

員会審議ののち、１２月議会でその認否が決められます。

　あわせて、平成２１年度決算に基づく「健全化判断比率等」をお知らせします。

歳入「その他」の内訳

2億5,９２８万円◆地方消費税交付金

2億4,６２５万円◆地方譲与税

2億2,１１５万円◆分担金及び負担金

1億6,８５４万円◆使用料及び手数料

1億2,４０７万円◆財産収入

2億1,３４９万円◆その他

１２億3,２７８万円　　　　　　　合計

平平成成2211年年度度決決算算とと財財政政状状況況

特別会計
差引収支歳　出歳　入会　　計

3,２６８万円３０億0,８１７万円３０億4,０８５万円国民健康保険

3,１２２万円１５億2,７１３万円１５億5,８３５万円介護保険

８２９万円1,２３９万円2,０６８万円老人保健

７２万円2億3,２４２万円2億3,３１４万円後期高齢者医療

２０２万円2,５５７万円2,７５９万円公設市場事業

1,７１１万円8億5,３２４万円8億7,０３５万円下水道事業

８７１万円2億5,９９６万円2億6,８６７万円簡易水道事業

企業会計
補てん額支　出収　入会　　計

3億7,２３１万円3億9,２３３万円収益的収支水道

事業 1億8,８４７万円2億1,２６６万円2,４１９万円資本的収支

4億1,４０５万円4億3,７８５万円収益的収支ワイン

事業 2億2,５５１万円2億2,５５１万円資本的収支

そのその他他
1122億億3,273,2788万円万円
(9.　(9.99％％))

歳入総歳入総額額
１２１２４４億億7,９５7,９５４４万円万円

鰹問 財政課　拶39‐２３０６

特別会計
　７つの特別会計の当初予算額は６０億１４４０万円で、

２２４９万円を減額補正し、予算現額は５９億９１９１万円とな

りました。

　決算額では、歳入合計額６０億１９６３万円、歳出合計額

５９億１８８８万円で、差引額は１億７５万円の黒字決算とな

りました。

企業会計
　２つの企業会計の当初予算額は１３億

４２２０万円で、６２５万円を増額補正し、予算

現額は１３億４８４５万円となりました。

　水道事業会計の決算額では、収益的収支

においては収入額３億９２３３万円、支出額３

億７２３１万円となり、資本的収支においては

収入額２４１９万円、支出額２億１２６６万円で、

その不足額１億８８４７万円は、過年度分損益

勘定留保資金などで補てんしています。

　ワイン事業会計の決算額では、収益的収

支においては収入額４億３７８５万円、支出額

４億１４０５万円となり、資本的収支において

は支出額２億２５５１万円で、当年度分消費税

資本的収支調整額７９０万円と過年度分損益

勘定留保資金２億１７６１万円で補てんして

います。

地方交付地方交付税税
4488億億7,317,3166万円万円
(39.　(39.00％％))

市市税税
2244億億2,812,8188万円万円
(19.　(19.44％％))

国庫支出国庫支出金金
2211億億7,047,0444万円万円
(17.　(17.44％％))

道支出道支出金金
88億億3,353,3566万円万円
(6.　(6.77％％))

市市債債
55億億7,237,2388万円万円
(4.　(4.66％％))

諸収諸収入入
22億億9,559,5544万円万円
(2.　(2.44％％))

繰入繰入金金
7,357,3500万円万円
(0.　(0.66％％))

一般会計
　一般会計の当初予算額は１０６億８２００万円

でしたが、国の経済対策などにより歳入歳

出にそれぞれ１３億８１４９万円の増額補正が

行われ、平成２０年度の繰越明許費９億４５１０

万円を合わせ、予算現額は１３０億８５９万円に

なりました。

　決算額では、歳入総額１２４億７９５４万円、

歳出総額１２２億４２１１万円で、その差引額か

ら翌年度へ繰越すべき財源５７４８万円を控

除した実質収支額は、１億７９９５万円で黒字

決算となりました。
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主な事業と費用
９２万円南町住居表示事業

3億9,０２８万円定額給付金給付事業

1,２８８万円子育て応援特別手当支給事業

5,３９１万円ごみ処理の広域化事業

3,０９１万円ふるさと雇用再生特別対策事業

1,９９２万円緊急雇用創出事業

1億3,７２８万円中山間地域等直接支払事業

2億2,８３４万円地域バイオマス利活用事業

1億8,１１３万円防衛施設周辺農業用施設設置事業

1,６３６万円冷湿害緊急支援事業

2億2,３３０万円市道改良舗装事業

8,７３８万円土地区画整理事業

1,９４０万円公営住宅ストック総合改善事業

５２２万円地域新エネルギー・省エネルギービジョン策定等事業

2億8,０３５万円山部小学校屋内運動場改築事業

市債の現在高（平成２１年度末）
金　　額区　　分会　計

１１２億4,５９９万円一般会計市債合計

1億6,２３７万円市場事業債

特別会計 ５２億6,４２３万円下水道事業債

5億7,１５０万円簡易水道事業債

３２億4,８１６万円上水道事業債企業会計

平成21年度 決算にもとづく
富良野市の

「「健全化判断比率等健全化判断比率等」」
を公表します

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」

が平成２１年度から完全施行され、市の財政状況

を判断するための健全化判断比率を公表するこ

ととなりました。早期健全化基準及び財政再生

基準を超過した場合、健全化計画及び財政再生

計画の策定が義務付けられています。

　富良野市は、いずれの指標も基準を下回って

いますが、将来を見据え、引き続き健全な財政

運営に努めていきます。

虚健全化判断比率

国の基準富良野市の
健全化判断比率 財政再生早期健全化

２０％１３.８１％実質赤字額なし実質赤字比率

４０％１８.８１％実質赤字額なし連結実質赤字比率

３５％２５％１２.5％実質公債費比率

３５０％８７.8％将来負担比率

許資金不足比率

　下記の富良野市における各公営企業会計において、

資金不足（赤字）は生じていません。

対象公営企業会計

陰公設地方卸売市場事業特別会計

隠公共下水道事業特別会計韻簡易水道事業特別会計

吋水道事業会計右ワイン事業会計

陰実質赤字比率

　一般会計の赤字額を市税などの財源規模と比

較して指標化し、財政運営の深刻度を示します。

隠連結実質赤字比率

　すべての会計の赤字と黒字を合算（連結）して、

地方公共団体全体としての赤字の程度を市税な

どの財源規模と比較して指標化し、財政運営の

深刻度を示します。

韻実質公債費比率

　地方債等の返済額の大きさを指標化し、資金

繰りの危険度を示します。

吋将来負担比率

　地方公共団体の一般会計の地方債や将来支払

うことになる可能性のある負担等の現時点での

残高を指標化し、将来財政を圧迫する可能性が

高いかどうかを示します。

右資金不足比率

　公営企業の資金不足（赤字）の状況を指標化

して、経営状況の深刻度を示します。

市民１人当たり
行政経費

504,410円

市民１人当たり
市税負担額

100,048円

用 語 解 説

民生民生費費
2299億億7,597,5933万円万円
(24.　(24.33％％))

総務総務費費
2266億億7,557,5544万円万円
(21.　(21.99％％))

教育教育費費
1155億億7,977,9777万円万円
(12.　(12.99％％))

公債公債費費
1133億億9,479,4788万円万円
(11.　(11.44％％))

土木土木費費
1133億億3,973,9799万円万円
(10.　(10.99％％))

農林業農林業費費
1100億億3,133,1311万円万円
(8.　(8.44％％))

衛生衛生費費
77億億2,902,9099万円万円
(6.　(6.00％％))

商工商工費費
22億億8,688,6899万円万円
(2.　(2.33％％))

議会議会費費
11億億4,284,2833万円万円
(1.　(1.22％％))

労働労働費費
8,468,4688万円万円
(0.　(0.77％％))

消防消防費費
151500万円万円
(0.　(0.00％％))

歳出総歳出総額額
１２１２２２億億4,２１4,２１１１万円万円

※算出に用いた人口は、平成２２年３月３１日現在の人口 (２４,２７０人) です。
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市
で
は
、
国
の
三
位
一
体
改
革

に
よ
る
地
方
交
付
税
の
大
幅
な
削

減
や
高
齢
化
に
よ
る
扶
助
費
の
増

な
ど
に
伴
う
市
の
財
政
状
況
悪
化

に
対
応
す
る
た
め
、
平
成
　
年
度

２０

を
初
年
度
と
す
る
７
年
間
の
財
政

健
全
化
計
画
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
　
今
回
は
、
２
年
目
と
な
る
平
成

　
年
度
の
取
り
組
み
状
況
（
最
終

２１予
算
ベ
ー
ス
）
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

■
財
政
健
全
化
計
画
の
効
果

　
平
成
　
年
度
は
前
年
度
に
引
き

２１

続
き
、
議
員
や
行
政
委
員
、
特
別

職
及
び
一
般
職
職
員
の
人
件
費
削

減
を
は
じ
め
、
多
岐
に
わ
た
る
対

策
を
実
施
し
、
総
体
で
約
４
億
４

９
０
０
万
円
の
効
果
を
上
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
各
対
策
ご
と

の
効
果
額
は
【
別
表
①
】
の
と
お

り
で
す
。

■
財
政
健
全
化
計
画
の
実
施

と
収
支
の
状
況

　
実
際
の
歳
入
・
歳
出
に
お
い
て

は
、
財
政
健
全
化
対
策
の
効
果
以

外
に
当
初
計
画
で
見
込
ん
だ
各
費

目
の
金
額
が
増
減
し
、
こ
れ
に
伴

い
収
支
が
変
動
し
て
い
ま
す
。【
別

表
②
】

　
歳
入
は
、
国
の
地
方
財
政
対
策

の
転
換
に
よ
り
、
地
方
交
付
税
や

そ
の
一
部
振
り
替
え
分
で
あ
る
臨

時
財
政
対
策
債
が
大
幅
に
増
額
と

な
っ
た
こ
と
や
、
前
年
度
繰
越
金

の
増
な
ど
に
よ
り
、
計
画
よ
り
、

約
５
億
４
９
０
０
万
円
の
増
と
な

り
ま
し
た
。

　
一
方
、
歳
出
も
、
経
済
対
策
や

臨
時
的
要
因
に
よ
る
事
業
費
の
増
、

生
活
保
護
費
や
自
立
支
援
給
付
費

を
は
じ
め
と
す
る
扶
助
費
の
増
な

ど
に
よ
り
、
計
画
よ
り
約
２
億
６

８
０
０
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
収
支
に
お
い
て
は
、

当
初
見
込
ん
だ
健
全
化
対
策
を
実

施
す
る
前
の
収
支
不
足
額
５
億
５

０
０
０
万
円
が
、
２
億
６
９
０
０

万
円
へ
と
大
幅
に
縮
小
し
、
健
全

化
対
策
の
効
果
と
あ
わ
せ
、
当
初

計
画
し
た
貯
金
に
よ
る
補
て
ん

（
２
９
０
０
万
円
）は
不
要
と
な
り
、

逆
に
１
億
８
０
０
０
万
円
の
剰
余

金
を
生
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

■
お
わ
り
に

　
平
成
　
年
度
に
お
い
て
も
、
国

２２

は
「
地
域
主
権
」
の
理
念
の
下
、

地
方
交
付
税
総
額
の
確
保
を
一
定

程
度
行
い
ま
し
た
が
、
景
気
の
低

迷
や
高
齢
者
人
口
の
増
加
に
伴
う

経
費
の
増
な
ど
、
本
市
の
財
政
に

と
っ
て
懸
念
さ
れ
る
材
料
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
後
も
「
身
の
丈
に
あ
っ
た
予

算
」
を
基
本
に
、
健
全
財
政
の
維

持
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平成２２１１年度

財
政
健
全
化
計

財
政
健
全
化
計
画画

実
施
状
況
に
つ
い
て

　
　
　
お
知
ら
せ
し
ま
す

Ｈ20～26Ｈ26

～

Ｈ22平成21年度平成20年度
区　分

計画 累計計画計画差額実施 ※1計画実施 ※1計画

16,5552,3522,354462,4042,3582,4742,429市税財
政
健
全
化
対
策
を
実
施
す
る
前
の
収
支

32,1604,4904,6262654,8734,6084,7494,650地方交付税

6700130220420200270270臨時財政対策債

5,11773173118749731836731その他歳入一般財源

54,5027,5737,8415498,4467,8978,3298,080歳入　計（Ａ）

16,6532,3322,452▲ 422,3302,3722,3392,377人件費

3,83654854848596548554548扶助費

8,8631,0831,340▲ 221,3641,3861,4571,475公債費

29,5314,2144,3402844,4254,1414,3254,194その他事業費等

58,8838,1778,6802688,7158,4478,6758,594歳出　計（Ｂ）

▲ 4,381▲ 604▲ 839281▲ 269▲ 550▲ 346▲ 514差引不足額（ＡーＢ）※2

3,902646633▲ 72449521386362財政健全化対策による改善（効果）額

▲ 47942▲ 206209180▲ 2940▲ 152財政健全化対策を実施した後の収支 ※2

5210206▲ 290290152貯金による補てん ※3

【別表②】　一般財源の収支状況（最終予算ベース）　　　　　　　　　 　　　　　　　（単位：百万円）

※1　平成２０年度、平成２１年度「実施」欄は、最終予算額ベースで算出。

※2　「差引不足額」、「財政健全化対策を実施した後の収支」の「▲」は不足を表す。

※3　「貯金による補てん」→財政調整基金などの取崩しによる収支不足額の補てん。

鰹問 財政課拶３９-２３０６
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【別表①】　平成21年度　財政健全化計画対策項目ごとの効果額　　　　　　　　　 （単位：百万円）

実　施　内　容効果額項　目

205内部管理経費の削減ア.

●議員報酬の臨時的引き下げ

●行政委員（教育委員、農業委員、選挙管理委員、監査委員、公平委員）

報酬の臨時的引き下げ

●特別職及び一般職給与の臨時的引き下げ

●定員適正化計画などによる人員減　　　ほか

(180)虚人件費の削減（一般会計）

●電算システムなどの更新見直し（先送り）

●経常的事務経費の削減　　　ほか

(25)許施設・機器管理経費の削
　減など

●指定管理者制度の導入

　【新規】扇山公民会館　【継続】寿光園、屋外スポーツ施設

●施設管理経費の見直し

　【新規】へき地保育所統合、車両センター事務所閉鎖

　【継続】建設機械見直し、アートファーム南陽館

29市民との協働、民間活力の
導入

イ.

○山部支所・山部福祉センターなど3施設の統廃合ウ.

○生きがいデイサービス事業廃止

○福祉・教育バス利用者負担の導入（燃料費）

○一時保育・病後児保育事業実施凍結

●学童保育センター使用料の徴収　

●ことぶき大学教材費自己負担の導入

●看護職員養成修学資金貸付金（金額）の見直し　　　ほか

9市民生活支援サービスの見
直し

エ.

○富良野シルバー人材センター補助金見直し

●各負担金補助交付金の見直し

3負担金補助交付金の見直しオ.

●特別会計　職員給与費の一般会計に合わせた引き下げなど13繰出金の抑制カ.

●富良野広域連合職員給与費の一般会計に合わせた引き下げなど36一部事務組合負担金の抑制キ.

●政策と事業費の見直し2政策の見直し抑制ク.

95公共事業などの抑制ケ.

●新規事業として計画していた事業の凍結及び事業費抑制

　【新規】東６条道路改良舗装（凍結）、扇緑町本通道路改良舗装（凍結）、

　陸上競技場改修（凍結）　【継続】前年度凍結分の継続

(48)虚新規事業の抑制（凍結）

●継続事業の事業費縮減

　道路舗装側溝改良（縮減）、公園リフレッシュ（縮減）、公営住宅ストッ

　ク総合改善（縮減）、公営住宅建設（凍結）

(33)許継続事業の見直し

●各公共施設の営繕工事の先送り

○公共事業に係る地方債借入の抑制による公債費縮減

(14)距施設営繕の抑制など

54歳入の確保コ.

●未利用土地売払い

○インターネットオークションによる不用財産売払い

(53)虚未利用財産の活用

●広報、ホームページ(1)許広告料の導入

449計

※１　（　）は内数で内訳。

※２　効果額は前年度からの継続分も含めた額。

　　　○印：平成２１年度新規導入分

　　　●印：前年度よりの継続分

※３　人件費削減（一般会計）の主な内容

　◆議員報酬などの臨時的引き下げ　１０００万円　

　　・報酬総額の１０%相当額の引き下げ

　◆行政委員報酬の臨時的引き下げ　１００万円

　　・教育委員・農業委員・選挙管理委員・公平委員は5%引

　　　き下げ、監査委員は10%引き下げ

　◆特別職給与の臨時的引き下げ　７００万円

　　・給料月額引き下げ（市長２０%、副市長・教育長１４.5%）

　・期末勤勉手当加算率引き下げ(１５%→１２%)

　　※健全化対策により実施した独自削減のほかに実施した

　　　期末手当の削減は含めていない。

◆一般職給与の臨時的引き下げ　1億４１００万円

　・基本給引き下げ（平成２１年4月～5月は平均8.6%、平成２１

　　年6月～平成２２年3月は平均7.3%）、管理職手当引き下げ

　　（部長職１２%→１０%、課長職１０%→8%)、期末勤勉手当加

　　算率引き下げ（部長職１５%→１２%、課長職１２%→１０%)

◆定員適正化計画の実施などによる人員減　1億３００万円

◆指定管理者制度導入などによる給与費充当特定財源の減

（制度導入で、負担金など従前給与費の特定財源としていた分

がなくなり、一般財源に振り替った分）ほか　▲ ８２００万円
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除除雪雪QQ＆＆AA
問合せ

都市施設課　拶３９‐２313

除
雪
に
ご
協
力

除
雪
に
ご
協
力
をを

　
安
全
、
迅
速
、
効
果
的
な
除
排
雪
作
業

が
で
き
る
よ
う
に
、
次
の
こ
と
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

虚虚
歩
道
や
車
道
に
物
を
置
か
な
い
で

歩
道
や
車
道
に
物
を
置
か
な
い
で
くく

だ
さ
だ
さ
いい

　
歩
道
や
車
道
に
看
板
、
旗
石
、
車
の
上

が
り
坂
な
ど
を
置
い
た
ま
ま
に
し
て
お

く
と
除
排
雪
作
業
の
障
害
に
な
り
ま
す
。

許許
路
上
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ

路
上
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
うう

　
路
上
駐
車
を
す
る
と
、
除
雪
作
業
の
支

障
と
な
っ
て
、
除
雪
で
き
な
く
な
る
こ
と

が
あ
り
、
地
域
の
み
な
さ
ん
へ
迷
惑
を
か

け
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
ま
た
、
車
に

傷
を
つ
け
て
し
ま
う
危
険
も
あ
り
ま
す

の
で
、
路
上
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

距距
玄
関
前
に
残
っ
た
雪
処
理
に
ご
協

玄
関
前
に
残
っ
た
雪
処
理
に
ご
協
力力

を
お
願
い
し
ま

を
お
願
い
し
ま
すす

　
市
で
は
、
道
路
上
の
雪
を
左
右
に
か
き

分
け
る
方
法
で
除
雪
を
行
っ
て
い
ま
す
。

各
家
庭
の
玄
関
前
や
車
庫
前
に
つ
い
て

は
、
間
口
処
理
を
実
施
し
て
作
業
を
進
め

ま
す
が
、
残
さ
れ
た
雪
が
あ
っ
た
場
合
に

は
道
路
に
出
さ
な
い
よ
う
各
家
庭
で
雪

処
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
道
路
に
雪
を

出
し
て
し
ま
う
と
道
幅
が
狭
く
な
っ
た

り
、
で
こ
ぼ
こ
に
な
っ
た
り
し
て
、
交
通

事
故
や
渋
滞
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

鋸鋸
除
排
雪
車
に
は
近
づ
か
な
い
で
く

除
排
雪
車
に
は
近
づ
か
な
い
で
く
だだ

ささ
いい
　
走
行
中
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
作
業
中

も
危
険
で
す
の
で
、
除
排
雪
車
に
は
絶
対

に
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

除
雪
す
る
時
間
は
決
ま
っ
て
い
る
の
？

幹
線
と
通
学
路
は
午
前
７
時
　
分
、

３０

生
活
路
線
は
午
前
９
時
ま
で
に

　
主
要
な
道
路
と
歩
道
は
、
通

勤
通
学
に
支
障
の
な
い
よ
う

に
原
則
と
し
て
午
前
７
時
　３０

分
ま
で
に
通
行
可
能
な
状
態

を
確
保
し
、
そ
の
他
の
生
活
路

線
は
午
前
９
時
ま
で
に
除
雪

作
業
が
終
了
で
き
る
よ
う
体

A 
Q１

降
雪
が
　
㎝
以
上
、
吹
き
溜
ま
り

１０

な
ど
路
面
状
況
が
悪
化
し
た
場
合

　
降
雪
状
況
は
、
市
と
業
者
が
パ
ト

ロ
ー
ル
を
し
て
出
動
の
判
断
を
し

て
い
ま
す
。

虚
ほ
ぼ
連
続
し
た
降
雪
が
あ
り
、
新

た
な
積
雪
が
　
㎝
に
達
し
た
と
き

１０

許
わ
だ
ち
や
暖
気
・
降
雨
、
吹
き
溜

ま
り
に
よ
り
路
面
状
態
が
悪
化
し

た
り
、
予
想
さ
れ
る
と
き
に
出
動
し

ま
す
が
、
午
後
９
時
か
ら
翌
日
午
前

３
時
ま
で
の
夜
間
の
作
業
は
行
い

ま
せ
ん
。

A 
Q ２

除
雪
車
の
出
動
基
準
は
？

市
街
地
区
及
び
公
共
施
設
に
通
じ

る
路
線
か
ら

虚
１
種
路
線
　
１
２
０
路
線
２
０
２
・
９
㎞

　
市
街
地
区
及
び
公
共
施
設
に
通
じ
る
路
線
を

主
体
に
積
雪
状
態
な
ど
を
常
に
把
握
し
、
交
通
に

支
障
が
あ
る
場
合
は
直
ち
に
除
雪
を
行
い
、
必
要

に
応
じ
て
２
次
除
雪
も
行
い
ま
す
。

許
２
種
路
線
　
４
１
９
路
線
１
６
９
・
９
㎞

　
集
落
を
結
ぶ
路
線
及
び
市
街
地
内
の
路
線
を

主
体
に
、
１
種
路
線
の
終
了
後
に
除
雪
を
行
い
ま

す
。

距
３
種
路
線
　
１
５
３
路
線
　
・
３
㎞

４７

　
虚
許
以
外
の
路
線
で
、
初
期
の
降
雪
時
や
降
雪

が
比
較
的
少
な
い
時
に
、
２
種
路
線
と
同
じ
く
開

通
さ
せ
ま
す
。

鋸
指
定
外
の
路
線

　
農
作
業
の
準
備
な
ど
に
使
用
す
る
除
雪
指
定

外
の
市
道
は
、融
雪
前
に
雪
割
除
雪
を
行
い
ま
す
。

A 
除
雪
の
優
先
順
位
は
？

Q ３

制
を
整
え
て
い
ま
す
。し
か
し
、

長
時
間
の
降
雪
が
続
く
天
候

の
と
き
に
は
優
先
道
路
を
反

復
し
て
除
雪
す
る
た
め
、
生
活

路
線
の
全
部
を
終
了
す
る
ま

で
に
時
間
が
か
か
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

◆
除
雪
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
ま
す
◆

対
象
は
　
歳
以
上

６５

　
高
齢
や
障
が
い
な
ど
に
よ
り
除
雪
が
困
難
な
　６５

歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
や
ご
夫
婦
な
ど
が
、

地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
玄
関
前
の
避

難
通
路
の
確
保
を
目
的
に
、
除
雪
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣

し
て
い
ま
す
。
利
用
料
金
は
１
シ
ー
ズ
ン
（
　
月
～

１１

3
月
）
で
概
ね
2
0
0
0
円
で
す
。

鰹問 
介
護
保
険
課
　
拶
3
9
‐
2
2
5
5

こうほう　　　　　2010.12
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○除雪地区ブロックと今冬の除排雪委託業者

委託業者地　　　　　　　　　区ブロック

共栄・ふらの・南

総合除雪業務委託共同企業体
山部・東山・西達布・老節布・平沢山部・東山地区

山伏・道路工業・富桑工業
総合除雪業務委託共同企業体

新富町・桂木町・西町・北斗町・朝日町・本町・
若松町・日の出町・幸町・弥生町・末広町・栄
町・若葉町・緑町・扇町・南町・御料・五区・
北の峰町・学田三区・島の下

西部地区

（富良野駅西側）

北央・共通・タイコウ
総合除雪業務委託共同企業体

新光町・錦町・花園町・瑞穂町・住吉町・麻町・
東町・春日町・東雲町・学田・清水山・鳥沼・大
沼・扇山・布部・麓郷・布礼別・富丘・八幡丘

東部地区

（富良野駅東側）

※市の除排雪委託業者は、除雪車に業者名が入った看板をつけて作業をしてます。

漁漁
自
宅
な
ど
の
敷
地
内
の
雪
は
各
家

自
宅
な
ど
の
敷
地
内
の
雪
は
各
家
庭庭

で
処
理
を
お
願
い
し
ま

で
処
理
を
お
願
い
し
ま
すす

　
歩
道
や
道
路
に
出
さ
ず
、
各
家
庭
で
処

理
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

道
路
幅
確
保
や
路
面
整
正
の

た
め
年
間
２
、
３
回
を
予
定

　
排
雪
作
業
は
、
年
間
２
、
３
回
を
予
定

し
て
い
ま
す
が
、
積
雪
状
態
に
よ
っ
て

変
更
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

虚
堆
積
し
た
雪
や
道
路
幅
を
確
保
す

る
た
め
の
排
雪
、
路
面
整
正
の
た
め
の

排
雪
な
ど
を
行
い
ま
す
。
延
べ
約
　
㎞
９６

許
仲
通
り
の
排
雪
を
実
施
し
ま
す
。
指

定
路
線
約
５
㎞

A 
排
雪
は
し
な
い
の
？

Q４

要
望
・
苦
情
は
ど
こ
に
言
っ
た
ら
い
い
の
？

除
雪
に
関
す
る
要
望
・
苦

情
は
町
内
会
長
を
通
じ
て

　
除
排
雪
に
関
す
る
要
望
や
苦
情
は
、

町
内
会
長
を
通
じ
て
連
絡
く
だ
さ
い
。

A Q６

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

は
誰
が
す
る
の
？

市
民
の
み
な
さ
ん
の
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

　
除
雪
車
で
道
路
を
除
雪
し
た
後
、
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
前
に
は
車
道
の
雪

の
一
部
が
堆
積
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の

雪
処
理
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
み
な
さ

ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

A 
Q５

公

共

の

雪

捨

て

場
っ
て
あ
る
の
？

富
良
野
に
２
カ
所
、
山

部
に
１
カ
所
あ
り
ま
す

　
富
良
野
大
橋
雪
堆
積
場
、
５
条

大
橋
雪
堆
積
場
、
山
部
雪
堆
積
場

の
３
カ
所
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん

が
、
敷
地
内
の
雪
を
自
ら
搬
入
し
、

投
雪
処
理
が
で
き
る
場
所
で
す
。

利
用
予
定
期
間
　

　
　
　
　
月
　
日
～
３
月
　
日
　

１２

１５

3１

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

利
用
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項

虚
利
用
時
間
を
守
っ
て
く
だ
さ
い

許
ご
み
を
一
緒
に
持
ち
込
ま
な
い

で
く
だ
さ
い

距
年
末
年
始
は
市
役
所
当
直
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い

鰹問 
都
市
施
設
課拶

３
９
‐
２
３
１
３

　
山
部
支
所
（
山
部
堆
積
場
）

拶
４
２
‐
２
１
２
１

A Q７

小型・中型車(4ｔ)
以下専用　　　　

大型車(6ｔ)以上専用 山部地区市民専用

山部雪堆積場富良野大橋雪堆積場 ５条大橋雪堆積場

◆
国
道
・
道
道
に
関
す
る
情
報
◆

北
海
道
地
区
道
路
情
報

h
ttp
://in
fo
-ro
ad
.h
d
b
.h
k
d
.m
lit.g
o
.jp
/

鰹問 
除
日
本
道
路
交
通
情
報
セ
ン
タ
ー

拶
０
５
０
‐
３
３
６
９
‐
６
６
０
１
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連合会・町内会の話題をお知らせください。 地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域コココココココココココココココココココココミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィ３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２

　「
最
初
は
や
る
気
が
な

か
っ
た
け
ど
、
や
っ
て
み

た
ら
ハ
マ
っ
ち
ゃ
っ
た
。

好
き
な
こ
と
が
で
き
る
し
、

何
も
や
り
た
く
な
い
と
き

は
何
も
し
な
く
て
も
い
い

の
。
本
を
読
む
と
き
も
あ

る
わ
」
と
新
富
た
ま
り
場

の
発
足
当
時
か
ら
在
籍
す

る
大
竹
口
さ
ん
は
話
し
ま

す
。
　
新
富
た
ま
り
場
（
高
田

球
代
代
表
）
は
、
お
年
寄

り
の
親
睦
、
気
軽
に
顔
を

合
わ
せ
ら
れ
る
場
と
し
て
、

平
成
　
年
か
ら
、
第
２
・

１９

第
４
水
曜
日
の
月
２
回
、

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
取

り
組
み
は
社
会
福
祉
協
議
会
の

「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
事
業
の
一
つ

で
、
当
協
議
会
よ
り
助
成
を
受
け

な
が
ら
地
域
主
導
で
運
営
を
し
て

い
ま
す
。
現
在
、
会
員
は
　
人
で
、

２６

平
均
年
齢
は
　
歳
。
手
芸
や
、リ
ー

７０

ス
作
り
、
麻
雀
、
施
設
見
学
、
健

康
教
室
な
ど
多
彩
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
中
で
も
手
芸
は
活
動

の
中
心
と
な
っ
て
お
り
、
会
員
の

山
崎
さ
ん
が
手
芸
教
室
で
学
ん
だ

事
を
会
員
に
広
げ
て
い
ま
す
。
製

作
し
た
作
品
は
文
化
会
館
で
行
わ

れ
る
『
芸
能
と
文
化
の
集
い
』
に

出
品
し
て
い
ま
す
。

　
代
表
の
高
田
さ
ん
は
、「
や
り
た

い
こ
と
を
や
れ
る
か
ら
楽
し
く

やりたいことをやるやりたいことをやる。。
構えず、自然体だか構えず、自然体だからら
寄り寄り合合うう

手芸をしながら談笑する新富たまり場のみなさん
■新富たまり場■

　
地
域
活
動
レ
ポ
ー
ト
英

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
。。

小
さ
な
地
域
の
活
性
化

小
さ
な
地
域
の
活
性
化
がが

ま
ち
づ
く
り
の
原

ま
ち
づ
く
り
の
原
点点

■
山
部
　
町
内
会
■

１３

　
　
月
　
日
、
市
の
出
前
講
座
を

１１

１３

利
用
し
て
、
山
部
　
町
内
会
（
倉

１３

橋
昭
夫
会
長
）
が
冬
季
健
康
事
業

を
行
い
ま
し
た
。
山
部
西
地
区
コ

ミ
セ
ン
に
　
人
の
参
加
者
が
集
ま

２２

り
、
市
職
員
に
よ
る
認
知
症
に
関

す
る
講
話
の
後
、「
フ
ロ
ア
カ
ー
リ

ン
グ
（
床
の
上
で
で
き
る
カ
ー
リ

ン
グ
）」
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
山
部
　
町
内
会
で
は
、
こ
れ
ま

１３

で
も
春
の
花
見
な
ど
の
親
睦
会
、

子
ど
も
会
と
共
催
の
公
園
清
掃
の

ほ
か
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
、
ハ
イ
ラ

ン
ド
ふ
ら
の
温
泉
入
浴
な
ど
の
交

流
事
業
を
定
期
的
に
行
い
、
多
く

の
住
民
参
加
を
得
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
参
加
者
の
顔
ぶ
れ
が
あ
ま

り
変
わ
ら
な
い
と
い
う
課
題
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
回
、
趣
を

変
え
た
新
た
な
事
業
と
し
て
市
の

出
前
講
座
を
利
用
し
た
と
こ
ろ
、

今
ま
で
顔
を
出
す
機
会
が
少
な

か
っ
た
方
も
参
加
。
予
定
終
了
時

刻
を
大
き
く
過
ぎ
る
ほ
ど
楽
し
く

交
流
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
年
は
夏
に
も
新
た
な
事
業
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
子
ど
も
会
の

協
力
を
得
て
、
夏
休
み
の
ラ
ジ
オ

体
操
を
ま
ず
は
５
日
間
行
っ
て
み

た
と
こ
ろ
、
延
べ
１
０
９
人
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
思
わ
ぬ
成
果

に
倉
橋
会
長
は
「
子
ど
も
と
高
齢

者
の
ふ
れ
あ
い
が
大
変
良
い
刺
激

に
な
り
ま
し
た
。
無
理
を
せ
ず
、

短
い
期
間
に
し
た
の
が
良
か
っ
た

市の出前講座でニュースポーツ「フロアカーリング」を楽しむ会員
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人

　
深
緑
の
外
壁
に
真
っ
赤
な
屋
根
、

東
山
の
農
村
風
景
に
た
た
ず
む
一

軒
家
。
埼
玉
県
か
ら
移
り
住
み
、

旧
教
員
住
宅
を
リ
フ
ォ
ー
ム
、
一

反
ほ
ど
の
畑
も
所
有
し
、
薪
で
暖

を
と
る
な
ど
富
良
野
生
活
を
満
喫

す
る
笠
倉
さ
ん
夫
妻
。

　
笠
倉
さ
ん
夫
妻
は
、
埼
玉
県
で

水
回
り
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
専
門
に

行
う
会
社
を
経
営
し
て
い
ま
し
た
。

二
人
と
も
旅
行
が
好
き
で
、
毎
年

一
度
は
富
良
野
を
訪
れ
て
い
た
そ

う
で
す
。
そ
の
う
ち
、
自
然
豊
か

な
富
良
野
に
住
ん
で
み
た
い
、
消

費
す
る
た
め
に
働
く
の
で
は
な
く
、

生
活
す
る
た
め
に
働
き
た
い
と
い

う
二
つ
の
思
い
が
高
ま
っ
て
い
き
、

会
社
を
娘
夫
婦
に
譲
り
、
昨
年
　１０

月
に
移
り
住
み
ま
し
た
。

　
要
一
さ
ん
は
大
の
釣
り
好
き
。

空
知
川
で
偶
然
知
り
合
っ
た
人
に
、

住
宅
な
ど
移
住
に
関
す
る
情
報
や

ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た
そ
う
で

す
。「
彼
が
い
な
け
れ
ば
今
の
生
活

は
な
か
っ
た
で
す
。
移
住
す
る
前

か
ら
、
家
に
招
い
て
く
れ
た
り
、

地域と関わってこそ、ここにいる意味、面白さがある

良野に

本
当
に
良
く
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

北
海
道
民
の
暖
か
さ
を
感
じ
ま
し

た
」
と
偶
然
の
出
会
い
が
東
山
に

移
り
住
む
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、「
住
宅
を
実
際
に
見
て
、

景
色
、
交
通
、
除
雪
な
ど
、
環
境

す
べ
て
が
満
足
い
く
も
の
で
し

た
」
と
話
し
ま
す
。

　
住
宅
を
購
入
し
て
か
ら
、
2
年

ほ
ど
通
っ
て
、
要
一
さ
ん
自
ら
が

リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。「
こ

れ
を
作
っ
た
と
き
は
本
当
に
楽
し

か
っ
た
な
あ
」
と
吹
き
抜
け
の
天

井
を
見
上
げ
、
感
慨
深
げ
に
話
し

ま
す
。
住
宅
が
完
成
す
る
と
地
域

の
方
々
を
招
き
、
お
披
露
目
し
た

そ
う
で
す
。
そ
の
後
も
、
鹿
柵
の

設
置
や
ア
ス
パ
ラ
の
収
穫
、
こ
と

ぶ
き
大
学
な
ど
積
極
的
に
地
域
に

関
わ
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
今
年

7
月
か
ら
　
月
に
か
け
て
オ
ー
プ

１０

ン
し
た
土
日
限
定
の
野
菜
の
直
売

所
の
店
番
と
会
計
を
夫
婦
で
行
っ

て
い
ま
す
。
要
一
さ
ん
は
、「
最
初

4
軒
の
農
家
で
始
め
ま
し
た
が
、

最
終
的
に
は
　
軒
の
農
家
が
参
加

２９

し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
利
用
者
や
地

元
の
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
来
て
く

れ
て
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
し
、

地
域
の
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
ま

す
」
と
満
足
気
に
話
し
ま
す
。
立

ち
上
げ
の
と
き
音
頭
を
と
っ
た
樹

海
中
学
校
の
藤
澤
校
長
は
笠
倉
さ

ん
夫
妻
に
つ
い
て
、「
会
社
を
経
営

さ
れ
、
色
々
な
経
験
を
さ
れ
て
い

て
、
と
て
も
器
用
な
方
と
い
う
印

象
で
す
。
直
売
所
の
話
を
し
た
と

き
は
二
つ
返
事
で
承
諾
し
て
く
れ

ま
し
た
。
地
域
と
関
わ
ろ
う
と
い

う
意
識
が
あ
る
か
ら
、
地
域
の
人

も
歓
迎
し
て
い
ま
す
よ
」
と
す
っ

か
り
地
域
に
溶
け
込
ん
で
い
ま
す
。

　「
地
域
と
関
わ
っ
て
こ
そ
、
こ
こ

に
い
る
意
味
、
面
白
さ
が
あ
り
ま

す
。
田
舎
は
何
も
な
い
と
言
う
人

も
い
る
け
れ
ど
、
や
り
た
い
こ
と

が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
、
忙
し
い
で

す
よ
」
と
要
一
さ
ん
。

　
取
材
中
も
度
々
地
域
の
方
が
訪

れ
、
東
山
で
の
充
実
ぶ
り
を
物

語
っ
て
い
ま
す
。

移る

富瑛

自宅からの景色を見て、「芦別岳の雪、カラマツ
林、麦畑のコントラストが綺麗でしょ」と優子
さん。東山での暮らしを満喫する笠倉さん夫妻

笠倉 要一さん

　　 優子さん 東山

かさくら よういち

や
っ
て
い
ま
す
。
今
で
は
生
き
が

い
で
す
ね
」
と
会
員
が
気
軽
に
楽

し
め
る
場
と
な
り
、
仲
間
づ
く
り

の
き
っ
か
け
や
生
き
が
い
と
な
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。

　
時
に
は
一
緒
に
作
業
を
行
い
、

時
に
は
お
し
ゃ
べ
り
を
し
に
来
た

り
と
、
無
理
せ
ず
、
自
然
体
で
や

り
た
い
こ
と
を
や
れ
る
場
が
新
富

た
ま
り
場
で
あ
る
と
高
田
さ
ん
は

話
し
ま
す
。
そ
ん
な
お
年
寄
り
の

た
ま
り
場
学
田
一
区
会
館
で
は
、

手
芸
の
繊
細
な
作
業
を
し
な
が
ら

も
、
楽
し
そ
う
に
会
話
を
す
る
声

が
絶
え
る
こ
と
な
く
続
い
て
い
ま

す
。

ゆうこ

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
振
り
返

り
ま
す
。

　
ま
た
、
寿
光
園
と
そ
の
周
辺
の

複
数
町
内
会
が
共
催
で
開
催
し
て

い
る
盆
踊
り
は
、
毎
年
大
い
に
盛

り
上
が
り
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　
山
部
の
中
で
は
世
帯
数
の
多
い

　
町
内
会
。
し
か
し
、
町
内
会
活

１３

動
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
多
様
化
し

て
い
ま
す
。「
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
て
小
さ
く
集
ま
り
、
少

し
で
も
交
流
の
場
を
広
げ
て
い
く
。

こ
れ
を
無
理
す
る
こ
と
な
く
粘
り

強
く
や
る
こ
と
が
大
事
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
原
点
だ
と
思
い

ま
す
」
と
倉
橋
会
長
は
言
い
ま
す
。

「
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う
大
き
な
枠

組
み
の
中
の
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
」
と
い
う
小
さ
く
て

も
大
切
な
活
動
を
着
実
に
取
り
組

む
山
部
　
町
内
会
。
今
回
の
出
前

１３

講
座
の
報
告
書
と
一
緒
に
、
次
の

出
前
講
座
の
申
請
書
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。
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「市税等収納対策プロジェクト」
からのお知らせ

「市税等収納対策プロジェクト」とは、平成18
年度に市役所内に設置された組織で、未収金対
策を行っています。副市長を本部長とし、税務
課、都市建築課、上下水道課、保健医療課、こ
ども未来課などの職員で構成されています。

ププププププププ

今
月
の
納
期
限
は
　
　

　
月
　
日
で
す

１２

２８

※
年
末
は
い
つ
も
よ
り
早
め
の
お

支
払
い
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

【
各
種
問
い
合
わ
せ
先
】

税
金
・
保
険
料
（
税
務
課
／
市
税
等

収
納
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局
）

拶
３
９
‐
２
３
０
２

公
営
住
宅
使
用
料
（
都
市
建
築
課
）

拶
３
９
‐
２
３
１
６

上
下
水
道
料
金
（
上
下
水
道
課
）

拶
３
９
‐
２
３
１
７

保
育
料
（
こ
ど
も
未
来
課
）

拶
３
９
‐
２
２
２
３

納
付
期
限
　
　
月
　
日
鰹火 

１２

２８

　
（
口
座
振
替
日
も
同
日
で
す
）

毅
国
民
健
康
保
険
税
第
６
期

毅
介
護
保
険
料
第
６
期

毅
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
６
期

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

に
つ
い
て

　
税
務
課
で
は
、
差
押
財
産
と
し

て
、
平
成
　
年
度
よ
り
本
格
的
に

１９

動
産
の
差
押
を
行
い
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
公
売
に
出
品
し
て
い

ま
す
。
今
後
は
、
動
産
に
限
ら
ず

不
動
産
に
つ
い
て
も
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
公
売
活
用
で
、

滞
納
の
解
消
を
図
る
予
定
で
す
。

１２月１２月のの休日夜間窓 休日夜間窓口口
 未納は放置せずに必ず相談ください！

今
年
度
の
差
押
の
状
況

　
平
成
　
年
度
、
市
税
な
ど
の
滞

２２

納
に
よ
り
差
押
処
分
を
行
っ
た
件

数
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
平
成
　２２

年
　
月
末
現
在
）

１０
　
　
国
税
還
付
金
　
　
３
件

　
　
預
貯
金
　
　
　
　
　
件
１６

　
　
動
産
　
　
　
　
　
６
件

　
　
そ
の
他
　
　
　
　
２
件

家や倉庫などを取り壊したときは

　　　　　　　　　　　 必ず届出を！

　今年取り壊した家屋や、昨年以前にすでに取り壊してい

るがまだ届出をしていない家屋があれば、本年中に税務課

資産税係において、家屋滅失申請手続き（印鑑が必要）を

してください。

　平成２２年中に滅失登記をされた家屋やされる予定の家屋

については、届出の必要はありません。

◆現場確認を行います
　滅失登記や滅失申請に基づき、現場確認を行います。現

場確認後、次年度に向けて課税台帳から当該建物を削除し

ます。

◆年間の税額は変わりません
　年の途中で家屋の取り壊しがあった場合でも、地方税法

の規定により賦課期日（毎年１月１日）現在の所有者に年

間の税金をお願いすることになります。

◆家を新築、増築したら
　今年新築や増築された家屋は、来年度から固定資産税が

課税されます。その税額を算出するために、家屋の内外を

調査させていただきます。職員が調査にお伺いしていない

家や倉庫などありましたら、ご連絡をお願いします。

問合せ　税務課資産税係

拶３９‐２３０２

　日ごろ、市役所に相談に行く時間がとれない方や、年末を迎

えて未納分のお支払いを予定されている方、事情があって納付

困難な方などのご利用をお待ちしております。市役所１階９番

窓口へお越しください。

■■夜間窓夜間窓口口（市税及び住宅使用料の相談・納付（市税及び住宅使用料の相談・納付））

１６　１６日日鰹鰹木木 １７時１５分～２０時００ 　１７時１５分～２０時００分分

１７　１７日日鰹鰹金金 １７時１５分～２０時００　１７時１５分～２０時００分分

■■休日窓休日窓口口（市税の相談・納付（市税の相談・納付））

１８　１８日日鰹鰹土土 ９時００分～１５時００　９時００分～１５時００分分

１９　１９日日鰹鰹日日 ９時００分～１５時００　９時００分～１５時００分分

問合問合せせ 税務課納税係　税務課納税係 拶拶３９‐２３０２３９‐２３０２

都市建築課住宅管理係都市建築課住宅管理係 拶拶３９‐２３１６３９‐２３１６
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市民参加手続

《パブリックコメント手続》意見募集期間 １２月１日(水)～２０日(月)

みなさんのご意見をお寄せください

原案を作成した理由

　市営住宅は平成２２年３月３１日現在で、２０団地、管
理戸数７２９戸、うち耐用年数を超えた住宅が４９３戸と
老朽化した建物が半数以上です。また、現在入居の
６６５世帯のうち２人以下の世帯は７割以上と少人数
化が進んでいます。このような状況やさまざまな課
題への対応が必要となっています。

原案の概要

◆公営住宅の管理戸数、入居者の状況、需要、民間
対応の状況と公共との役割
◆整備に関する基本理念、供給方針
◆既存建物の活用方針、建設年代別構造別選定、整
備方針、団地別活用及び管理計画
◆長寿命化型維持管理、改善計画
◆計画に関する入居者との合意形成

市民への影響（検討の争点など）

　安全で快適な住まいを長期間にわたって確保す
るための維持管理

今後のスケジュール

　平成２２年１２月に北海道と策定協議。協議後、北海
道開発局へ計画書提出。

富
良
野
市
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
に
つ
い
て

計画案（全文）の公表場所

◆行政情報コーナー（市役所１階 市民ロビー）◆都
市建築課窓口◆山部・東山支所窓口◆文化会館ロ
ビー◆図書館ロビー◆市ホームページ

意見を提出できる方

虚市内に住んでいる方
許市内で働いている方、学んでいる方
距市内に事業所がある法人やその他の団体

意見の提出方法

虚封書・ファックス・メールなどの書面（様式は自
由)・録音テープでお寄せください。
許担当課窓口に直接提出（郵送可）
距意見を提出するときは、住所・氏名などを記入し
てください。氏名などは公表しませんが、記入がな
い場合には回答できない場合もあります。

意見提出先／問合せ

都市建築課
〒０７６‐８５５５　富良野市弥生町１番１号
　志３９‐２３１６　思３９‐２３３２
　電子メール　kenchiku-ka@city.furano.hokkaido.jp

富良野市
青少年表彰
富良野市立山部小学校

富良野市立山部中学校

富良野東中学校野球部

平成２２年度富良野市青少

年表彰式が１１月２３日文化

会館で行われ、上記３団体

が受賞されました。山部小

学校と山部中学校は、花

いっぱい運動、交通安全啓

発運動、あいさつ運動など、

また東中学校野球部は、ご

み拾いや除雪ボランティ

ア活動など、それぞれ日ご

ろの地域への感謝を込め

た貢献活動などが評価さ

れての受賞です。

旭日単光旭日単光章章
菅 原 等菅   原      等  さんさん

富良野地区森林組合の代表理事組

合長や関係機関の要職を歴任し、

優れた指導力を発揮、他の森林組

合の模範となり、地域林業の発展

と山づくりに大きく貢献した功績

が認められ受章しました。
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樹海中生徒、自作のカボチャをおすそわけ

海中学校の生徒が、１１月１９日と２２

日の２日間、自作のカボチャを寿

光園など市内４施設に贈りました。生徒

会長の倉島さんは、「毎朝の苗への水や

りが大変でした」と収穫までのエピソー

ドを話し、寿光園互助会の石田会長は

「大変ありがたい。えらいね」と感謝の

言葉を贈りました。樹海中学校は、これ

までもカボチャをフラノ・マルシェで販

売するなど活発に活動を行っています。

樹

　
春
か
ら
秋
ま
で
農
作
業
ヘ
ル

パ
ー
と
し
て
働
い
た
本
間
美
奈

子
さ
ん
（
右
）
と
伊
藤
霞
美
さ

ん
（
左
）
が
、
摘
果
メ
ロ
ン
を

使
っ
た
レ
シ
ピ
集
を
作
製
し
ま

し
た
。
山
部
の
メ
ロ
ン
農
家
で

働
い
て
い
た
本
間
さ
ん
が
、
間

引
き
さ
れ
、
大
部
分
が
廃
棄
さ

れ
る
摘
果
メ
ロ
ン
で
何
か
で
き

な
い
か
と
い
ろ
い
ろ
と
調
理
し

て
み
た
の
が
き
っ
か
け
。
同
じ

く
、
山
部
の
メ
ロ
ン
農
家
で
働

き
、
料
理
好
き
の
伊
藤
さ
ん
に

声
を
か
け
、
レ
シ
ピ
集
に
ま
と

め
ま
し
た
。

　
レ
シ
ピ
は
　
品
で
、
お
で
ん

１４

や

ピ
ク

ル
ス

な
ど

バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
に
富
ん
で
い
ま
す
。「
味

は
も
ち
ろ
ん
、
彩
り
を
考
え
た

り
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
作
り

ま
し
た
」
と
伊
藤
さ
ん
。
本
間

さ
ん
は
「
癖
が
な
く
て
、
本
当

に
何
に
で
も
あ
う
食
材
で
す
」

と
自
信
を
持
っ
て
話
し
ま
す
。

ま
た
、
本
間
さ
ん
は
、
こ
の
レ

シ
ピ
を
農
作
業
ヘ
ル
パ
ー
を
始

め
た
と
き
か
ら
書
き
つ
づ
っ
て

い
る
自
ら
の
ブ
ロ
グ
に
も
紹
介

し
て
い
る
ほ
か
、
内
容
を
充
実

さ
せ
、
出
版
し
て
み
た
い
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

ベビーメロンのピクルス（カレー風味）
１㎝～３㎝位の小粒メロンだけで作ってみました。

下ごしらえに少し手間がかかりますが、小粒メロンは

歯ごたえがあっておいしいですよ。

【材料】
ベビーメロン…適量　

ピクルス液…リンゴ酢：はちみつ：水＝2:1:1

ガラムマサラ…好みの量

【作り方】
虚ベビーメロンは花とヘタを切り落とし、乾いたタオ

　ルなどでこすり、毛を取り除く。※水で洗うと毛が

　取りずらくなります。

許ピクルス液を作る。リンゴ酢、はちみつ、水を鍋に

　入れ、一煮立ちさせ、ガラムマサラを加える。

距煮沸消毒した瓶にベビーメロンを入れ、ピクルス液

　を流しいれる。

鋸距が冷えたら、冷蔵庫で一晩おいて、でき上がり。

babymelonrecipbaby melon recipee

●○ 摘果メロンを使ったレシピを考案 ●○

漬物だけじゃない。摘果メロンで美味しい料理

生町にお住まいの伊藤フサ子さ

んから、１１月１０日、中央保育所の

園児１０５人に手編みの毛糸のくつ下が贈

られました。「人のために何かをするこ

とは、自分のためになると思っていま

す」という伊藤さん。近所で見るかわい

い姿に「何かしてあげたい」と思い立ち、

春から編み始めたそうです。くつ下を履

いて喜ぶ園児たちと、その様子を見る伊

藤さんのやさしい笑顔が印象的でした。

近所のおばあちゃんから心温まる贈り物

弥
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まちのできごと
ZOOMUP
FURANO

１００円ショップ

で買ったプラ

スチック製の

椅子を娘の大

好きなキャラ

クターにデコ

レーションし

ました。座らず

遊んでいます。

「わたしの美術館」では、みなさんの作品（絵・手芸・工作など）を募集して

います。自薦・他薦は問いませんので、たくさんの応募をお待ちしています。

応募、問い合わせは･･･企画振興課　拶３９‐２３０４

目指すは世界！アルペンスキー荒井さん

日本スキー連盟アルペンスキー

ジュニアチームに富良野高校２年

の荒井章吾さんが選ばれ、１０月２７日、市

長へ報告しました。荒井さんは１１月１日

から１カ月半の間、ヨーロッパへ遠征し、

一足早く雪上での実践を積み、今季の大

会に備えます。「最高の環境でやらせて

もらっています。感謝の思いを胸に、海

外に挑戦していきたいです」と世界を見

据え、堂々と抱負を語ってくれました。

全

占冠村
幻想的な雪と氷の世界へ

アイスビレッジ（氷の街）

　－２０度を越える極限のトマムだ
けに現れる氷の街「アイスビレッ
ジ」。「氷のバー」や「氷のレスト
ラン」、「焚火カフェ」、「氷のグラ
ス作り」など、家族やカップルで
楽しめる企画が盛りだくさんです。
　氷のホテルで宿泊体験もできま
す。ぜひ、トマムの冬を楽しみに
いらしてください！

鰹問 アルファリゾート・トマム　
拶５８‐１１１１

南富良野町

国設南ふらのスキー場オープン

　フラノ・トマム・サホロといっ
た有名なリゾートスキー場に囲ま
れている中で、雪質・設備とも劣
らず、町営だからできる低料金が
魅力的！
　初級者から上級者まで楽しめま
すので、ぜひお越しください。

オープン予定日　１２月２３日鰹木 

鰹問 産業課商工観光係 拶5２‐２１７８

上富良野町

北の大文字

　スキー場の斜面に大の字を灯す
年越しイベントです。花火の光と
炎の揺らめきが幻想的です。

と　き　12月31日鰹金  ２３:３０～0:３０

ところ　上富良野町日の出スキー場

その他　会場にて温かい飲み物を
　　　　配布しています。

鰹問 北の大文字運営委員会 
拶45-２１９１

中富良野町

北星スキー場がオープンします

　ウインターシーズン到来！！夏
のラベンダー畑が、冬は町の景色
を一望できるスキー場になります。
初心者から上級者、スノーボー
ダーやファミリー、みんなで楽し
めますので、ぜひお越しください。

オープン予定日　１２月２５日鰹土 

鰹問 産業建設課　　　　拶44－２１２３

「 わたしの　
　 イッスー」

石川 寛和さん
（栄町）

良野東中学校野球部が東小学校と

扇山小学校の野球少年団に呼びか

け、１０月３１日、５０人の子どもたちと指導

者らが校区を中心にごみ拾いを行いまし

た。小・中学生が協力しながら、１年間

応援してくれた地域のみなさんへ感謝の

気持ちを伝え、きれいなまちにすること

が目的。「おはようございます！」元気な

あいさつに、地域の方が「がんばるね！」

とねぎらいの言葉をかけていました。

野球少年たちが日ごろの感謝を込めてごみ拾い

富
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消費者相談 Ｑ＆Ａ

消費生活センターと山部支所、東山支所に「衣類回収ボックス」が設置されています。
不要になった衣類（綿５０％以上のもの）の回収にご協力ください。

スーダンポンド「数倍で買い取る」と電話勧誘
（６０代 男性）

消費者相談・ダイヤル交換市は

架富良野市消費生活センター
　若松町１７番１号　拶３９‐１１６６

 　月～金  午前１０時～午後４時

※クーリング・オフ葉書は富良野郵便局、
　若葉郵便局、各支所にも置いてあります。

　　　自宅にＡ社から「１口５０スーダンポンドを１５万

　　　円で買いませんか」とパンフレットが送られて

きました。興味がなかったのですぐ処分しましたが、

その後Ｂ社が「スーダンポンドを持っていたら売って

ほしい」と電話をかけてきました。さらにＡ社から「ダ

イレクトメールは届きましたか」と電話がきて購入を

強く勧めてきました。あまりにもタイミングが良すぎ

て怪しいと思えたので断りましたが、しつこくて困っ

ています。

　　　同じような相談が多数あると国民生活センター

　　　から報告されています。現在、はっきりしてい

ることは、スーダンポンドは日本の銀行では取り扱わ

れておらず換金性に乏しい通貨だということです。ま

たＢ社による買い取りが実行されることはないと思わ

れます。スーダンポンドのトラブルでは、販売業者と

は別の業者が「数倍で買い取る」と持ちかける劇場型

が目立ちます。本相談者は郵便物が届いたすぐ後に買

い取りを 騙 る業者からの勧誘を受けていますが、高齢
かた

者や過去に未公開株などの投資トラブルにあった消費

者を狙った勧誘が多く報告されています。「あなたは選

ばれた」「残りわずか」などと勧誘されても、うまい儲

け話はないのできっぱり断ることが必要です。少しで

も不審に感じたら、すぐに消費生活センターに相談く

ださい。

Ｑ

A

Ａ

分別に迷ったら、市民環境課(緯３９‐２３０８)へ

ごみＱ＆Ａ寄付  ありがとうございます

富良野市へ

金８０万円上田　勉さん
　（高齢者福祉・青少年育成・扇山公民会館・

  　西地区コミュニティセンターに各２０万円）

北土地籍事業協同組合
　　富良野市 鳥瞰 地図（春夏秋冬）

ちょうかん

　　　４点（２４万円相当）

博物館へ

野呂　喜美江さん
　　海軍毛布、カメラほか１３点

中村　フミ子さん
　　姫鏡台１点

大槻　てい子さん
　　フィギュア用スケート靴１点

缶詰のふたは、空き缶で出してください。飲料用缶、オイル

缶、塗料缶などスチール缶やアルミ缶のものが、空き缶の対

象になります。

Ｑ電池は、どのように出したら良いですか？

Ｑ缶詰のふたは、何ごみになりますか？

 譲
り
ま
す
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m
）
捌
ラ
ン
ド
セ
ル
（
紺
色
）

 譲
っ
て
く
だ
さ
い
 

捌
冷
蔵
庫
（
小
）
捌
ベ
ビ
ー
用
品
（
男
子
）

捌
女
性
用
は
か
ま
（
Ｍ
）・
和
装
用
ボ
デ
ィ

ダ
イ
ヤ
ル
交
換
市

◆
登
録
は
随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。

◆
登
録
期
間
は
６
カ
月
で
す
。

Ａ
乾電池・ボタン型電池などは乾電池回収ボックス（公共施設

やスーパーなどにあります）に入れてください。できるだけ

充電式のものを使用し、ごみになる電池を減らしましょう。
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お子さんの写真を募集しています！

応募は、①住所②氏名③電話番号④お子さんの名前（ふりがな）と年齢⑤簡単なコメントを添えて、持参・郵送・

メールのいずれかの方法で「広報ふらの」までお寄せください。（メールアドレス　kikaku-ka@city.furano.hokkaido.jp） 

●のどの症状について

　
口
腔
か
ら
入
っ
た
食
物
は
の
ど

（
 咽
  頭
 ・

い
ん
 
と
う

 喉
  頭
 ）
を
経
由
し
て
食
道

こ
う
 
と
う

へ
、
ま
た
鼻
腔
・
口
腔
か
ら
入
っ

た
空
気
は
同
じ
く
の
ど
を
経
由
し

て
気
管
へ
と
別
れ
て
い
き
ま
す
。

つ
ま
り
咽
頭
・
喉
頭
は
、 嚥
  下
 

え
ん
 

げ

（
摂
食
）・
呼
吸
・
発
声
な
ど
に
関

連
し
た
役
目
を
果
た
し
て
い
る
重

要
な
部
分
で
す
。
ま
た
 扁
  桃
 組
織

へ
ん
 
と
う

が
豊
富
に
あ
る
た
め
体
の
免
疫
を

担
っ
て
い
る
と
と
も
に
、
風
邪
な

ど
の
感
染
を
起
こ
し
や
す
い
場
所

で
も
あ
り
ま
す
。

　
耳
鼻
咽
喉
科
が
取
り
扱
う
の
ど

（
咽
喉
・
喉
頭
）
の
疾
患
の
ほ
と
ん

ど
は
、
の
ど
の
痛
み
を
同
時
に
生

じ
て
い
る
炎
症
性
の
疾
患
で
す
。

の
ど
の
痛
み
は
 感
  冒
 な
ど
に
よ
り
、

か
ん
 
ぼ
う

ほ
と
ん
ど
の
人
が
一
度
な
ら
ず
と

も
経
験
し
た
こ
と
の
あ
る
症
状
で

し
ょ
う
。
救
急
で
の
診
療
を
考
え

る
と
き
は
、
そ
の
痛
み
の
程
度
と

と
も
に
の
ど
の
重
要
な
機
能
（
呼

吸
と
嚥
下
）
が
障
が
い
さ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
に
よ
り
判
断
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

●
咽
頭
痛
　
軽
い
も
の

　
い
わ
ゆ
る
風
邪
（
感
冒
・
急
性

咽
喉
頭
炎
）
の
症
状
で
、
摂
食
可

能
で
あ
れ
ば
心
配
な
い
か
と
思
わ

れ
ま
す
。

●
咽
頭
痛
　
中
等
度
・
一
側
性

　
一
側
に
強
い
痛
み
が
あ
り
、
口

が
痛
み
で
開
き
に
く
く
な
り
、
痛

く
て
食
べ
る
こ
と
が
困
難
に
な
る

と
き
に
は
、
扁
桃
腺
の
奥
に
膿
が

溜
ま
っ
て
し
ま
う
状
態
（
扁
桃
周

囲
 膿
  瘍
 ）
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

の
う
 
よ
う

●
咽
頭
痛
　
高
度

　
嚥
下
時
の
痛
み
が
強
く
、
だ
液

さ
え
も
飲
み
込
め
な
い
よ
う
な
状

態
で
、
声
も
出
し
づ
ら
く
な
っ
た

場
合
（
こ
も
っ
た
声
）
や
、
息
苦

し
い
場
合
は
緊
急
に
受
診
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
急
性
喉
頭
 蓋
  炎
 

が
い
 
え
ん

と
い
っ
て
、
の
ど
の
奥
の
空
気
の

通
り
道
の
一
部
が
腫
れ
て
窒
息
の

危
険
が
あ
る
病
気
が
あ
り
ま
す
の

で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

●
早
期
受
診
の
目
安

噛
呼
吸
困
難
が
な
く
、
摂
食
可
能

な
程
度
の
咽
頭
痛
に
つ
い
て
は
、

鎮
痛
剤
や
市
販
の
感
冒
薬
の
使
用

で
様
子
を
見
て
良
い
と
考
え
ま
す
。

噛
救
急
受
診
の
目
安
と
し
て
は
、

呼
吸
困
難
の
あ
る
場
合
は
窒
息
に

な
る
危
険
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ど

の
よ
う
な
疾
患
で
あ
っ
て
も
速
や

か
な
救
急
受
診
を
お
す
す
め
し
ま

す
。
ま
た
、
急
速
に
進
行
す
る
咽

頭
痛
も
炎
症
の
程
度
と
し
て
は
重

症
の
可
能
性
が
あ
り
早
期
の
受
診

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

噛
早
期
に
受
診
を
必
要
と
す
る
症

状
に
つ
い
て
は
以
下
の
状
態
が
あ

り
ま
す
。

・
だ
液
が
飲
み
込
め
ず
、
常
に
吐

き
出
さ
な
い
と
い
け
な
い

・
横
に
寝
る
と
苦
し
く
座
っ
た
姿

勢
で
過
ご
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い

富良野医師会　理事　林　浩　先生

おそろいだよ！かっこいいでしょうおそろいだよ！かっこいいでしょう！！

柿木 皇輝柿木　 皇輝 さんさん　(３歳）(３歳）　北斗町北斗町
こうこうきき

羽野 煌太羽野　 煌太 さんさん　(３歳）(３歳）　緑町緑町
こうこうたた

岡野 寿稀岡野　 寿稀 さんさん　(２歳）(２歳）　南扇山南扇山
かずかずきき

奥　左から

七・五・三のお参り七・五・三のお参りにに
行ったよ行ったよ。。

竹内 こゆ竹内　こゆりりさんさん

(２歳　　　　　　(２歳））

　　　　　　　桂木桂木町町

前　左から

中崎 悠晴中崎　 悠晴 さんさん　(２歳）(２歳）
ゆうせゆうせいい

　　　　　　　　日の出町日の出町

柿木 玲皇柿木　 玲皇 さんさん　(１歳）(１歳）
れれおお

　　　　　　　　　北斗町北斗町

岡野 太智岡野　 太智 さんさん　(２歳）(２歳）
たいたいちち

　　　　　　　　　南扇山南扇山

相馬 琉泉相馬　 琉泉 さんさん　(２歳）(２歳）
るるいい

　　　　　　　　　　東山東山
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く
ら
し

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

総
合
市
民
相
談

　
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
考
え
こ
ま

ず
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

と
　
き
　
　
月
　
日
鰹金 

１２

１０

　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ
　
市
役
所
大
会
議
室

内
　
容
　
行
政
相
談
・
交
通
事
故
・

多
重
債
務
・
離
婚
・
セ
ク
ハ
ラ
・

人
権
・
い
じ
め
な
ど

鰹問 
市
民
環
境
課拶

３
９
‐
２
３
０
１

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

D
T
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷

風
混
合
）
予
防
接
種

　
今
年
度
小
学
６
年
生
で
、
９
月

に
D
T
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風

混
合
）
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
て

い
な
い
お
子
さ
ん
を
対
象
に
次
の

日
程
で
実
施
し
ま
す
。

と
　
き
　
１
月
　
日
鰹金 

１４

　
　
　
　
午
後
１
時
　
分
～
２
時

４０

と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

鰹問 
保
健
医
療
課
保
健
推
進
係

拶
３
９
‐
２
２
０
０

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

海
外
た
す
け
あ
い
義
援
金

　
日
本
赤
十
字
社
は
N
H
K
と
の

共
催
で
、
世
界
で
武
力
紛
争
、
自

然
災
害
や
感
染
症
な
ど
に
苦
し
む

人
々
の
た
め
に
「
海
外
た
す
け
あ

い
」
義
援
金
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

募
集
期
限
　
　
月
　
日
鰹土 

１２

２５

受
　
付
　
日
本
赤
十
字
社
富
良
野

市
地
区
（
福
祉
課
内
）
の
窓
口
へ

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

鰹問 
福
祉
課
　
拶
３
９
‐
２
２
１
１

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

働
い
て
い
る
調
理
師
は
『
調

理
師
業
務
従
事
者
届
』
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い

　
働
い
て
い
る
調
理
師
は
、『
調
理

師
業
務
従
事
者
届
』
を
提
出
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

対
象
者
　
寄
宿
舎
、
学
校
、
病
院
、

事
業
所
、
社
会
福
祉
施
設
、
介
護

老
人
保
健
施
設
、
そ
の
他
多
数
人

に
飲
食
物
を
調
理
し
て
供
与
し
て

い
る
施
設
、
飲
食
店
営
業
、
魚
介

類
販
売
業
、
そ
う
ざ
い
製
造
業

提
出
期
限
　
１
月
　
日
鰹土 

１５

提
出
先
　
北
海
道
全
調
理
師
会
富

良
野
支
部
（
左
記
）

◆
ニ
ュ
ー
樹
海
　
佐
藤
 信
嘉

 富
良
野
市
朝
日
町
６
番
　
号
３２

拶
３
９
‐
２
８
８
０

◆
食
堂
　
松
月
　
藤
原
 光
昭

 上
富
良
野
町
大
町
2
丁
目
３
番
４
号

拶
４
５
‐
４
９
７
４

◆
酒
場
ひ
ろ
ち
ゃ
ん
  伊
藤
 浩
也

 富
良
野
市
山
部
４
町
内

拶
４
２
‐
２
５
４
８

※
届
出
用
紙
は
右
記
及
び
富
良
野

保
健
所
に
あ
り
ま
す
。　
　

鰹問 
富
良
野
保
健
所

拶
２
３
‐
３
１
６
１

　育児に積極的にチャレ

ンジする男たち「イクメ

ン（育ＭＥＮ）」。タレン

トではなくイクメン修行

中のセイン・カミュの素

顔と育児スタイルを、幼

年期のユニークな体験談

とともに紹介。

鰹問 図書館　拶２２‐３００５

　毎週月曜日
　２３日鰹木 ・３１日鰹金 ～１月５日鰹水 

１２月の休館日

２階多目的ホール　

　クリスマスおはなし会
１２月１１日鰹土  午前１０時３０分

　クリスマス英語のおはなし会
１２月１８日鰹土  午前１０時３０分

　クリスマスどんぐりおはなし会
１２月２２日鰹水  午前１０時３０分

１階おはなしコーナー　

　どんぐりおはなし会　　毎週水曜日 午後３時
（冬休み中はお休みします）

開館時間　火～金曜日　午前１０時～午後６時
　　　　　土・日曜日　午前９時～午後５時

●児童書（新着）

母と子の読み聞かせ世界のお話１２０

久　正人ビックリモンスター大図鑑

上口　竜生オドロキ！！超ふしぎマジック

●一般書（新着）

三浦　しおんシティ・マラソンズ

高橋　尚子シューズとアフリカと５００日

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

犬
を
運
動
さ
せ
る
と
き
の

注
意

　
堤
防
や
公
園
な
ど
に
お
い
て
、

ふ
ん
や
放
し
飼
い
の
苦
情
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
放
し
飼
い
の
犬

に
噛
ま
れ
て
、
警
察
に
被
害
届
を

出
す
事
例
も
お
き
て
い
ま
す
。

　
短
時
間
で
あ
っ
て
も
犬
を
放
し

て
の
散
歩
は
や
め
、
人
に
危
害
を

加
え
な
い
よ
う
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　
富
良
野
市
畜
犬
取
締
及
び
野
犬

掃
と
う
条
例
に
違
反
す
る
行
為
は

　
万
円
以
下
の
罰
金
ま
た
は
科
料

１０に
処
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

鰹問 
市
民
環
境
課拶

３
９
‐
２
３
０
８

図書館だより図書館だより

ザ・イクメン
セイン・カミュ

今月の注目の今月の注目の本本

広告①
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預
金
保
険
制
度

　
預
金
保
険
制
度
と
は
、
金
融
機

関
が
預
金
保
険
料
を
預
金
保
険
機

構
に
支
払
い
、
万
が
一
、
金
融
機

関
が
破
た
ん
し
た
場
合
に
、
一
定

額
の
預
金
な
ど
を
保
護
す
る
た
め

の
制
度
で
す
。

　
預
金
保
険
制
度
の
中
で
は
、
同

制
度
の
対
象
と
な
る
金
融
機
関
、

対
象
と
な
る
預
金
な
ど
と
保
護
の

範
囲
、
同
制
度
で
保
護
さ
れ
て
い

な
い
預
金
な
ど
の
取
り
扱
い
、
金

融
機
関
が
破
た
ん
し
た
と
き
の
預

金
保
護
の
仕
組
み
（
保
険
金
支
払

広告②広告③

方
式
、
資
金
援
助
方
式
）
な
ど
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
制
度
概
要
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

金
融
庁
及
び
預
金
保
険
機
構
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
預

金
保
険
制
度
に
か
か
る
資
料
を
ご

希
望
の
方
は
、
北
海
道
財
務
局
旭

川
財
務
事
務
所
ま
で
連
絡
く
だ
さ

い
。

金
融
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w
w
w
.fsa.g

o
.jp

 
   
    
 
 
      
 
   /

 

p
o
licy/p

ayo
ff/in
d
ex
.h
tm

 
 
      
   
     
 
  
  
  l

 

預
金
保
険
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w
w
w
.d
ic.g
o
.jp

 
   
    
 
 
  
    
 
   /

 

鰹問 
北
海
道
財
務
局
旭
川
財
務
事
務

所
総
務
課

拶
０
１
６
６
‐
３
１
‐
４
１
５
１

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

『
Ｓ
マ
ー
ク
（
標
準
営
業
約
款

制
度
）』
を
ご
存
知
で
す
か

　
標
準
営
業
約
款
制
度
は
、
法
律

で
定
め
ら
れ
た
消
費
者
（
利
用
者
）

擁
護
に
資
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

　
厚
生
労
働
大
臣
認
可
の
約
款
に

従
っ
て
営
業
す
る
こ
と
を
登
録
し

た
、
理
容
店
、
美
容
店
、
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
店
、
め
ん
類
飲
食
店
、
一

般
飲
食
店
で
は
、
店
頭
に
Ｓ
マ
ー

ク
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
登
録
は
、

安
心
・
安
全
・
衛
生
を
約
束
す
る

信
頼
で
き
る
お
店
で
す
。

鰹問 
北
海
道
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ

ン
タ
ー

拶
０
１
１
‐
６
１
５
‐
２
１
１
２

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

知
っ
て
ま
す
か
？
　
　
　

　
「
苦
情
審
査
委
員
制
度
」

　
道
が
行
っ
た
業
務
や
制
度
の
内

容
を
審
査
す
る
制
度
が
、「
北
海
道

苦
情
審
査
委
員
制
度
」
で
す
。
み

な
さ
ん
に
代
わ
っ
て
、「
苦
情
審
査

委
員
」
が
中
立
的
な
立
場
で
、
道

の
機
関
に
対
し
、
必
要
な
調
査
な

ど
を
行
な
い
ま
す
。

　
審
査
の
結
果
、
道
の
業
務
に
不

備
な
点
や
制
度
に
問
題
が
あ
る
と

き
は
、
道
の
機
関
に
是
正
や
改
善

を
求
め
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
自
身
の
利
害
に
係
わ

る
苦
情
で
あ
れ
ば
「
苦
情
審
査
委

員
」
に
申
立
て
が
で
き
ま
す
。

◆
苦
情
申
立
書
は
、
道
庁
「
道
政

相
談
セ
ン
タ
ー
」
ま
た
は
、
各
総

合
振
興
局
「
道
政
相
談
室
」
に
用

意
し
て
い
ま
す
。

◆
申
立
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

道
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
『
相
談
窓
口
』

→
『
主
な
相
談
機
関
・
窓
口
等
一

覧
』
と
お
進
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
立
て
は
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
、
メ
ー
ル
で
お
願
い
し
ま
す
。

鰹問 
北
海
道
総
合
政
策
部
知
事
室
道

政
相
談
セ
ン
タ
ー
　

拶
０
１
１
‐
２
３
１
‐
４
１
１
１

　未利用財産活用方針で、売払い処分と決定しまし

た、次の市有財産を売払いします。

－売払いする財産－

富良野市若松町１６番（土地及び建物一括）

【土地】

◆地　番　　富良野市若松町５２５８番

◆地　目　　宅地

◆面　積　　２７７．６８㎡

【建物】

◆地　番　　富良野市若松町５２５８番

◆家屋番号　若松町５２５８番の３

◆構　造　　木造亜鉛メッキ鋼板葺２階建て

◆面　積　　８８．２９㎡

◆建設年度　昭和５５年

【売却方法】　一般競争入札

【公告期間】　平成22年１２月1日鰹水 ～２１日鰹火 

※入札・現地説明会日程などは公告内容を確認くだ
さい。

鰹問 財政課　拶３９－２３０６

市の土地・建物を売払います
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催

し

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

新
年
交
礼
会

　
市
、
富
良
野
商
工
会
議
所
、
ふ
ら

の
農
業
協
同
組
合
共
催
で
新
年
交
礼

会
を
開
催
し
ま
す
。

と
　
き
　
１
月
６
日
鰹木 

　
　
　
　
午
前
　
時
～
正
午

１１

と
こ
ろ
　
文
化
会
館
大
会
議
室

会
　
費
　
５
０
０
円
（
当
日
会
場
で

徴
収
し
ま
す
）

そ
の
他
　
事
前
申
込
み
不
要

鰹問 
総
務
課
　
　
拶
３
９
‐
２
３
０
０

募

集

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

知
識
・
技
能
を
役
立
て
ま
せ
ん
か
？

　
学
び
の
サ
ポ
ー
ト
情
報
誌
「
ま
な

ぶ
っ
く
」
に
登
録
し
て
い
た
だ
き
、

市
民
の
学
習
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
を
し

て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
知
識
・
技
術
・
特
技
・
趣
味
な

ど
ど
の
よ
う
な
ジ
ャ
ン
ル
で
も
結
構

で
す
。

◆
対
象
者
　
満
　
歳
以
上
の
成
人
で
、

20

指
導
者
と
し
て
活
動
で
き
る
方

◆
登
録
期
間
　
原
則
と
し
て
3
年
間

※
情
報
に
変
更
が
あ
り
次
第
連
絡
い

た
だ
き
ま
す
。

◆
登
録
手
続
き
　
登
録
カ
ー
ド
に
必

要
事
項
を
記
入
い
た
だ
き
文
化
会
館

（
社
会
教
育
課
）
ま
で
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。
登
録
カ
ー
ド
は
文
化
会
館

窓
口
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
く
だ
さ
い
。

締
切
り
　
　
月
　
日
鰹月 

１２

２７

鰹問 
社
会
教
育
課
拶
３
９
‐
２
３
１
８

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

富
良
野
緑
峰
高
校
　
　
　
　
  

  農
業
特
別
専
攻
科
生
徒
募
集

　
高
校
卒
業
以
上
の
学
歴
を
有
し
、

自
家
の
農
業
経
営
に
携
わ
り
な
が
ら
、

農
業
の
専
門
的
知
識
技
術
を
学
び
た

い
方
な
ら
、
年
齢
や
性
別
に
関
係
な

く
出
願
で
き
ま
す
。

修
業
年
限
　
２
年

募
集
人
員
　
　
人
２０

受
付
期
間
　
平
成
　
年
１
月
５
日
鰹水 

２２

～
１
月
　
日
鰹金 

１４

受
験
日
　
平
成
　
年
１
月
　
日
鰹金 

２２

２１

受
験
会
場
　
緑
峰
高
校

受
験
内
容
　
作
文
、
面
接

合
格
発
表
　
平
成
　
年
１
月
　
日
鰹月 

２２

３１

※
合
格
者
が
定
員
に
満
た
な
い
と
き

は
、
平
成
　
年
３
月
　
日
鰹金 
に
２
次

２２

１８

募
集
試
験
を
行
い
ま
す
。

※
願
書
な
ど
は
直
接
緑
峰
高
校
へ
請

求
く
だ
さ
い
。

鰹問 
富
良
野
緑
峰
高
校

拶
２
２
‐
２
５
９
４

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

北
の
峰
ナ
イ
タ
ー
ゲ
レ
ン
デ

　
　
無
料
利
用
シ
ー
ズ
ン
券

　
今
シ
ー
ズ
ン
も
北
の
峰
ナ
イ
タ
ー

ゲ
レ
ン
デ
（
北
の
峰
高
速
第
１
リ
フ

ト
）
が
市
民
に
無
料
開
放
さ
れ
ま
す
。

リ
フ
ト
に
乗
車
す
る
際
は
市
民
限
定

無
料
シ
ー
ズ
ン
券
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
ナ
イ
タ
ー
期
間
中
は
そ
れ
を

提
示
す
る
と
、
ス
キ
ー
レ
ン
タ
ル
の

半
額
や
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
乗
車
無
料

な
ど
の
特
典
も
あ
り
ま
す
。

対
　
象
　
市
民

受
付
期
間
　
　
月
１
日
鰹水 
～
北
の
峰

１２

ナ
イ
タ
ー
ゲ
レ
ン
デ
終
了
ま
で

手
数
料
　
３
０
０
円
（
発
券
手
数
料
）

申
込
方
法
　
市
内
各
所
（
市
役
所
・

文
化
会
館
・
ス
ポ
セ
ン
な
ど
）
に
配

布
の
申
請
書
に
必
要
事
項
と
顔
写
真

を
貼
り
、
免
許
証
な
ど
身
分
証
明
書

と
併
せ
て
、
ふ
ら
の
観
光
協
会
国
際

観
光
セ
ン
タ
ー
（
北
の
峰
タ
ー
ミ
ナ

ル
１
階
）
に
持
参
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　

h
ttp
://w
w
w
.fu
ran
o
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k
an
k
o
u
.c
o
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o
g
o
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i.h
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問
合
せ
／
申
込
先

社
団
法
人
ふ
ら
の
観
光
協
会
　
　
　

　
　
　
　
　
　
拶
２
２
‐
５
７
７
７

割引料金通常料金区　　　分期　　間券　種

2,0002,500おとな１１月２０日
～１２月３日

１日券

1,0001,800シニア・こども

2,5003,000おとな
１２月４日
～１２月１７日

１,5002,000シニア

1,0002,000こども

3,0004,200おとな
12月1８日
～2月2７日

1,6003,200シニア

1,0003,200こども

2,5004,200おとな
２月２８日
～３月２７日

１,5003,200シニア

1,0003,200こども

2,0004,200おとな３月２８日
～５月５日 1,0003,200シニア・こども

1,2001,500おとな
開始～終了

ナイター
券 5001,000シニア・こども

鰹問  企画振興課　　拶３９‐２３０４

富良野スキー場では、今シーズンも市民を対象にし

た割引券「市民スキーリフト施設利用券」を次の場

所で配布しています。（金額は左表のとおりです）

利用券発行所

市役所（企画振興課・商工観光課）、文化会館、

図書館、スポーツセンター、山部・東山支所、

ふらの農業協同組合本所・東部出張所

富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野ススススススススススススススススススススススキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民ススススススススススススススススススススススキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券

※こども料金は小学生以下、シニア料金は６０歳以上

（ただし、夫婦で利用の場合はどちらかが６０歳以上

であれば２人ともシニア料金）要証明書

「必ずチェック最低賃金！使用者も労働者も」

北海道最低賃金
　北海道内で事業を営む使用者及びその事業場
で働くすべての労働者（臨時、パートタイマー、
アルバイトなどを含む）に適用される北海道最
低賃金（地域別）が次の通り改定されました。

最低賃金額  時間額  6 9 1 円
効力発生年月日  平成２２年１０月１５日

北海道労働局旭川労働基準監督署



23 こうほう No.591

試
験
・
講
座

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

糖
尿
病
教
室

冬
に
負
け
な
い
！
め
ざ
せ
、
体
重
・

血
糖
値
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

　
血
糖
値
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
乱
れ
が

ち
な
冬
を
上
手
に
乗
り
切
る
た
め
の

運
動
・
食
事
の
コ
ツ
と
糖
尿
病
の
薬

に
つ
い
て
、
当
院
の
理
学
療
法
士
、

管
理
栄
養
士
、
保
健
師
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
講
演
し
ま
す
。

と
　
き
　
　
月
　
日
鰹土 
　
午
前
９
時

１２

１８

　
分
～
　
時
　
分
（
８
時
　
分
か
ら

１５

１１

４０

４５

順
次
受
付
及
び
血
糖
値
測
定
を
行
い

ま
す
）

と
こ
ろ
　
協
会
病
院
３
階
大
会
議
室

参
加
料
　
無
料

申
込
み
　
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

締
切
り
　
　
月
　
日
鰹火 

１２

１４

そ
の
他
　
必
ず
朝
食
を
と
っ
て
き
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
動
き
や
す
い
服

装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

鰹問 
協
会
病
院
相
談
セ
ン
タ
ー
（
保
健

師
・
栄
養
士
）
拶
２
３
‐
２
１
８
１

年年金金だだよよりり して、「年金証書」の再交付を受けてください。

　「年金証書」は、年金を受ける権利のあることを

証明するものです。各種の届出や年金相談のとき

に必要になりますので、大切に保管しておきま

しょう。

鰹問 旭川年金事務所「ねんきんダイヤル」

　拶０５７０‐０５‐１１６５

国民年金・老齢基礎年金の裁定請求手続き

　昭和２０年１２月生まれ(満６５歳)の方は、誕生日の前日

以降に手続きをしてください。厚生年金の受給者は、

誕生月に送られてくるはがきが、基礎年金の手続きに

なります。

市役所②番窓口にお越しください。必要なものは印

鑑・預金通帳・戸籍謄本・住民票謄本などです。

住所や年金の受取場所が変わるときは届出を

　年金は、希望した金融機関で支払われます。住

所や支払いを受ける金融機関を変更するときには、

「年金受給権者住所・支払機関変更届」を旭川年金

事務所に提出してください。

　「年金受給権者住所・支払機関変更届」が提出さ

れないと、年金の支払額をお知らせする通知書が

届かなかったり、希望する金融機関で年金を受け

られない場合があります。

　なお、金融機関の変更は時間がかかりますので、

直接旭川年金事務所に相談ください。

年金証書を失くしたときは再交付の手続きを

　「年金証書」を汚したり、失くしたりしたときは、

「年金証書再交付申請書」を旭川年金事務所に提出

　富良野広域圏通年雇用促進協議会では、季節労働者（短期特例被保険者）

で通年雇用を目指している方を対象に、資格取得支援を無料で実施します。

詳細については事務局まで連絡ください。　

富良野広域圏通年雇用促進協議会事務局　　拶３９‐２３１２

申込締切定員受講資格要件受講日程講習科目

12月９日

５人程度

 なし

 ※免除対象（①②③のいずれか）

 ①小型移動式クレーン運転技能講習者

 ②床上操作式クレーン運転技能講習修了者

 ③移動式クレーン・クレーン・デリック・

　 揚貨装置のいずれかの運転士免許所有者 

１２月２２日
～１２月２４日

玉掛け技能講習

12月２７日

 普通・中型・大型・大型特殊（限定あり）

 のいずれかの運転免許所有者

※１月９日はお休み

１月８日
～１月１２日フォークリフト

運転技能講習
 大型特殊免許（限定なし）所有者

１月８日
～１月９日

 なし

 ※免除対象（①②③のいずれか）

 ①玉掛け技能講習終了者

 ②床上操作式クレーン運転技能講習修了者

 ③移動式クレーン・クレーン・デリック・

　 揚貨装置のいずれかの運転士免許所有者 

1月1５日
～１月１７日

小型移動式ク
レーン運転技能
講習

12月６日

午前中

６～７人

程度
 なし

１２月７日～９日
１１日、１３日～１４
日、１６日、１８日
※後日、４～５日間

の現場実習あり

ホームヘルパー
2級

季節労働者人材育成事業
第１期（１２月～1月）参加者募集

無 料

保険料の支払いはお忘れなく
鰹問 市民環境課市民年金係　拶３９‐２３０１
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こうほう    平成2２年１２月号   №５９１

■先月、同じ年の同僚S田くんが超難関とされるワ
インアドバイザーという資格を取りました。いつも
ポーカーフェイスで何でも器用にこなす彼が頑
張っていた姿に試験の難しさがうかがえます。そん
な同僚の朗報に感動と刺激をもらい、「負けてられ
んぜ！」と抱いた気持ち…今はどこへやら…。（し）

編集

後記

ク
レ
ー
ン
車
は
師
走
の
空
に
荷
を
吊
す

相
澤
か
お
り

そ
れ
な
り
の
身
丈
に
生
き
て
年
暮
る
る

武
内
　
昭
子

捨
て
き
れ
ぬ
悔
い
を
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ね
て
十
二
月
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子
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空
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す
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大
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相
良
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子

大
雪
山
十
勝
連
峰
雲
た
な
び
き
て

霜
枯
れ
裾
野
あ
か
く
広
ご
る
　
　
　
　
　
岡
野
　
愛
子

霜
枯
れ
の
庭
の
し
じ
ま
に
白
じ
ろ
と

秋
明
菊
の
ひ
と
群
れ
凛
々
し
　
　
　
　
　
富
永
　
ス
ミ

難
聴
ゆ
え
窓
の
雫
に
時
雨
知
る

あ
き
の
ふ
ら
の
を
は
こ
ぶ
旅
人
　
　
　
　
朽
木
　
北
峰

菊
の
香
の
は
ん
な
り
包
ふ
会
場
に

育
て
し
苦
労
賞
で
つ
つ
歩
む
　
　
　
　
　
吉
田
　
久
子

初
対
面
の
歌
友
五
人
が
訪
れ
ぬ

心
ひ
ら
き
て
短
歌
に
は
づ
む
　
　
　
　
　
佐
々
木
　
緑

英

　
西
脇
市
と
黒
田
庄
町
が
合

併
し
、
新
市
誕
生
か
ら
５
年

が
経
っ
た
平
成
　
年
　
月
１

２２

１０

日
、
西
脇
市
制
施
行
５
周
年

災害時には、市とラジオふらのとの協定により、
災害情報が流されます。

行政情報番組　ラジオ広報「ふらの」

・放送日時　毎週　月曜日～金曜日　

　　　　　　　　　午後６時～６時５分

まちづくり情報番組　元気ハツラツ！まちづくり

・放送日時　１２月２５日鰹土 　午前１０時～１０時４５分

今月のラジオ　　ラジオふらのFM77.1MHｚ

記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
、
市

か
ら
も
市
長
と
議
長
を
含
む

３
人
が
出
席
し
て
き
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
郷
土
の
発
展

に
貢
献
さ
れ
た
　
名
　
団
体

２６

１０

の
方
々
に
表
彰
状
と
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
た
ほ
か
、
ト
ー

タ
ス
松
本
さ
ん
ら
西
脇
市
出

身
者
７
人
か
ら
の
ビ
デ
オ
レ

タ
ー
が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

（
広
報
に
し
わ
き
　
月
号
よ
り
）

１１

‐
西
脇
市
制
施
行
５
周
年
記
念
式
典
‐

さ
ら
な
る
飛
躍
・
発
展
を
誓
っ

さ
ら
な
る
飛
躍
・
発
展
を
誓
っ
てて

■「もういくつねるとお正月♪」２０１０年もあと１カ
月ですね。今年はいろんなことに挑戦した１年でし
た。おかげで大切な出会いも多かった気がします。
うさぎ年の来年は、「二兎を追うものは一兎をも得
ず」ということわざに従い、何にでも手を出しすぎ
ず、しっかり何かを極める年にしようかな…。（う）

市政功労表彰受賞者のみなさん


